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　部屋の扉を開けると、花の香りが押し寄せてくる。

　満開の花畑を思わせる空気に包まれた部屋の壁には、多くの花が飾られていた。

　金色の髪をした美しい青年は、よろこびと切なさを緑の瞳に宿し、愛おしさを含んだ笑みを浮かべて天蓋付きのベッドの傍に進んだ。天蓋カーテンを白から藍のグラデーションにしたのは、ベッドに眠る少女に安寧と輝きを与えたいと願ったからだ。

「エマ」

　彼女が知るボーイソプラノから大人の男性の声に変わったジルの呼び声に、深い眠りについているエマは応えない。

　眠りについてから五年もの間、エマは誰の声にも反応をしなかった。

　けれど――。

「やっと、エマの声が聞ける」

　恋しさのこもったつぶやきをこぼして、ジルは愛しい人を見つめた。ベッドわきの椅子に腰かけて、エマの指に指を絡める。

　萌える若木の葉を思わせる、やさしくも力強いジルの緑の瞳は、エマの笑顔を希こいねがう。

「ああ、エマ。俺を……僕を許し…………いや」

　ゆるく首を振ったジルの、見事な金の前髪が揺れた。目を閉じて気持ちと言葉を切り替える。

「たくさん、見せたいものがあるんだ。すばらしい花園ができたんだよ、エマ。きっと、気に入ってくれると思う。眠る君に語って、エマならどう答えるだろうと考えながら、作り上げた花園なんだ。一緒に歩きたいな」

　ふたりで過ごす近い未来を想像しながら、ジルは想い人へ言葉をかける。

「愛しているよ、エマ。君より年上になった僕を、エマは受け入れてくれるよね。明日の朝、目覚めたエマがはじめて目にする人間が僕でありたい」

　つないだ手を持ち上げて、ジルはエマの手の甲を自分の頬に当てた。

「待たせてゴメン。――いや。待ったのは、僕の方かな？　なんせエマが眠ってから、五年も経っているんだから」

　ふふっと小さな笑いをこぼして、ジルは頭をベッドに載せた。

「もう、エマと僕について、とやかく言う人間はいなくなったよ。僕が子どもだったばかりに、辛い思いをさせてしまっていたね。エマはとてもすばらしい人なのに……僕にとってエマは、どんな花よりも心安らかになれる可憐で愛おしい花なのに」

　繋いでいない左手を伸ばして、ジルはエマの頬を撫でた。

「声が聞きたいよ、エマ。僕の名前を呼んで欲しい。一方的に、僕の話をするのは終わりだ。明日からは、会話ができる。やっと、エマと話ができるんだ。明日の朝に目覚めると、マルグリッドが教えてくれたから――ああ、エマ。年上になった僕を見て、君はなんて言うんだろう」

　絡めた指に力を込めて、ジルは想いをエマへと注いだ。






　彼の指先から流れ来る気持ちを受け止めたエマは、広大な花園の夢を見ていた。

　すばらしい晴天の下、吹き抜けるさわやかな風に亜麻色の髪を梳かれながら、瑠璃色の目を細めて景色をながめる。

「なんて心地のいい場所なのかしら」

　彼女の足の向く先には、ふたり掛けの丸テーブルが置かれていた。片方の椅子には、陽光に包まれて、金色の髪を輝かせている美少年がいる。

「ジル」

　彼を呼んだエマは、軽やかな足取りで丸テーブルに近づき、空いている椅子に落ち着いた。

　メイドが現れ、ふわふわのパンケーキがテーブルの真ん中に置かれると、エマは目を輝かせた。ふっくらと焼き上げられたパンケーキに、食欲をそそるベリーのソースがかけられる。

「これよ、ジル。あなたが狩りに行っている間に食べた、おいしかったもの」

　興味深そうに、少年ジルは目をぱちくりさせた。

「一緒に食べたいって、思っていたの。でも、なかなか言い出せなかった。だって――」

　ふっと表情を曇らせたエマの手に、ジルの手が重ねられる。顔を上げたエマは、まばゆいほどにすがすがしいジルの笑みに胸をときめかせた。

「愛しているよ、エマ」

　少年の口からこぼれた声は、大人の音色になっていた。

　エマはひとつまみのさみしさを含んだほほえみを浮かべて、愛しい人に告げられないでいる言葉を伝えようと口を開き―――――――。

















第一章　眠りの城の……












　目を開けると、真っ白な天蓋カーテンが日差しを含んで輝いていた。まぶしくて顔をしかめる。

「エマ」

　包み込むような、あたたかみのある声で呼ばれて、エマは眠気を振り払うために瞬きをした。

　聞き覚えのない声なのに、とても身近で親しい相手のように感じられる。

　ゆっくりと顔を向けると、どこか見覚えのある青年が、今にも泣き出しそうな目をしてほほ笑んでいた。

　安堵とよろこびと、ほんのわずかな切なさが混ざり合った表情。

　心配事が解決してホッとしているような、奇跡を目の当たりにしているみたいな顔。

　なぜだか心がギュウッと強くしぼられて、泣きたいほどの愛おしさが湧いてくる。

　彼は、誰だっけ。

　寝起きの頭はモヤモヤしていて、記憶の中から目的のものを見つけ出すのに時間がかかる。

　ええと……と、青年の顔を見つめたエマは、眉間にしわを寄せて記憶を探る。

　彼は、すごくジルに似ていた。年上の幼馴染エマ・メルルが大好きだと言って、結婚しようと満面に笑みを湛えてプロポーズをしてくれる幼馴染に。

　だけど、ジルはまだ少年で――エマよりも年下の美少年で――だから、目の前の青年とジルは別人だ。

　でも、とてもよく似ている。

　すっきりとした顎のラインと通った鼻筋。ネコの目みたいに、目じりが少し吊り上がっている新緑の瞳。昼下がりの森に似た深くてあたたかな緑の瞳に、おもわず触れたくなってしまう、手触りのよさそうな少し長めの金色の前髪がかかっている。

　まっすぐにエマを見つめる親しみと慈しみを含んだ視線は、ジルその人としか思えない。

　何よりも、彼を見た瞬間のエマの心の反応が、ジルに視線を奪われている時とおなじだった。

　魂が吸い込まれるかのように、彼を無意識に見つめてしまう。もっと彼の瞳に映っていたいと望んでしまう、ほんのりとしているくせに抗いがたい情動。

　考える前に、エマの腕は動いていた。

　ジルじゃないのに――目の前にいる人はエマとおなじか、それより少し年上に見える青年なのに――彼の瞳をもっと見たくて、いつもジルにしているように、指を伸ばして前髪を少し横に流した。

　とたんに、クシャリと青年の相好が崩れた。

「ああ、エマ！」
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　言葉にできない想いを込めて、切なげにささやいた彼の声に胸が締めつけられる。

（どうして私、こんなに動揺しているの？）

　彼は、いったい誰なんだろう。

　上半身を起こしたら、青年の手が背中に添えられた。間近にある青年の顔を、まじまじと見つめる。青年は感極まった様子で、熱っぽく、かみしめるように言った。

「本当に、目覚めたんだね。よかった……エマ。ああ、マルグリッドの言ったとおりだ」

　安堵に細められた緑の目に、うっすらと涙の膜が張っている。

　どうして彼は、これほどまでに感動をしているのだろう。

　思い出せないもどかしさを抱えて、エマは口を開いた。

「あ――――」

　あなたは誰？　と問おうとしたのに、喉に何かが引っかかっているような感じがして声が出せない。まるで、何年も声を出していなかったみたいに。

　喉に手を当てて眉根を寄せると、青年がハッとして席を立った。ベッドわきのチェストに置かれた銀製の水差しから、銀のゴブレットに水を入れてエマに差し出す。

　ペコリと頭を下げて受け取り、ゴブレットに口をつけた。

　するりと水が喉を通ると、ひどく乾いていたことを自覚した。一気に飲み干したら、彼が水差しを手に、問うように首をかしげた。うなずいたエマは、ゴブレットを差し出して水を注いでもらった。

　今度はゆっくり味わって、ほうっと吐息をつく。彼にお礼を言おうとして、彼の肩越しに見えた部屋の様子に目線が移った。壁に無数の花がかざられている。まるで結婚式をおこなっている最中の教会みたいだ。

　水を飲んでひとごこちがついたら、ぼんやりしていた頭もクリアになって、エマは自分がどういう状態なのかを確認した。

　真っ白いシーツがかけられた、ベッドの上にいる。ベッドを覆う天蓋カーテンは、上部は白いけれど、途中から藍色のグラデーションになっていた。部屋の壁にはさまざまな花が飾られていて、どれもがみずみずしく生き生きとしていた。

（この花の香りが、あの夢を作っていたのね）

　室内を見回して、エマは確認した。

　でも、どうして花に囲まれた部屋で眠っていたのだろう。

（ここは、私の部屋じゃない）

　視線を落としたエマは、手の中のゴブレットを見た。ヴェルデ辺境伯の紋章――剣とブドウ――が刻印されている。つまりここは、ヴェルデ辺境伯の屋敷ということだ。

　ゴブレットの紋章を見つめて、昨日の記憶を引き寄せる。






　ヴェルデ辺境伯ことリオン家のお茶会に呼ばれて、エマは家族全員で遊びに来ていた。ヴェルデ領と、エマの住むアズル領は隣り合っているからというだけでなく、それぞれの領主――つまり、リオン家当主とエマの父であるアズル子爵家ことメルル家当主は仲が良く、しょっちゅう行き来をしていたからだ。幼いころから親しくしているので、エマたち姉妹はジルの両親――リオン家当主夫妻のことを、おじさま、おばさまと、親愛を込めて呼んでいる。

　屋敷の庭園のそこここに天幕が張られて、お茶会に呼ばれた他の貴族の方々と共に、優雅なひとときを過ごしていた。

　大人の男たちは自分の領地についてをメインに、狩猟や趣味の話を。大人の女たちは流行りのドレスやアクセサリーなどおしゃれに関する話題や、世間話を。子どもたちは走り回ったり、大人の話題を子どもなりの見解で話したり、恋の話をしてみたり……。

　女の子たちが夢想する恋の相手は、決まってリオン家の次期当主であるジル・リオンだった。

　こんな恋がしたい、あんなデートがしたいと語る少女たちの脳裏には、ジルと自分という設定で映像が浮かんでいる。自分こそがジルにふさわしいと、無言でけん制し合っている気配が静かに横たわっていて、エマはいつもほのかな重圧を覚えていた。

　麗しい令嬢たちの熱視線を一身に受けているジルは、なぜかエマをとても気に入っていて、ことあるごとにエマを妻にすると言っている。というか、絶対にそうするのだと決めていた。

　エマにとってそれは、泣きたいほどにうれしくはあるが、同時に困った主張でもあって、彼の求愛をいつもやんわりと断っていた。

　いくら彼に惹かれていても、かなわぬ恋に決まっていると確信をしていたから。

　リオン家の治めるヴェルデ領とメルル家の治めるアズル領では、広さも収入も格が違いすぎていて、家柄的に釣り合いが取れていない。親同士の仲がいくら良くても、メルル家は格が下なので気後れをしてしまうからだ。

　それに、ジルは輝く金の髪と透き通るような白い肌、みずみずしい木の葉に似た瞳の色を有しており、幼いころから天使のようだと容姿の美麗さをたたえられていた。見た目のすばらしさだけでなく、ヴェルデ領を発展させた先代である祖父から領地運営の手ほどきや交易についての話を自ら望み、教えを乞うている。祖父のような立派な領主になるのだと、次期領主として将来のために励んでいた。

　将来有望な若者として多くの貴族が彼に期待を寄せており、自分の娘との縁談を望んでいた。メルル家が背伸びをしても、肩が並ばないくらい家柄のいいお姫さまたちがジルの妻の座を求めている。

　領地のことや交易のこと、家や一族の発展その他、もろもろのことを考慮すると、リオン家がメルル家の娘を迎え入れるメリットはひとつもない。

　大人の事情や思惑などを無視できるほど、すばらしい美貌であったり利発であったりするならば話は別かもしれないけれど、残念ながらエマは容姿も頭脳も平凡すぎた。なんならあか抜けない田舎貴族という風情すら、まとっていると自覚している。

　つまりエマは、自分は彼にまったくふさわしくないと考えており、周囲もそう思っていることを、貴族の集まりのたびにさりげなく感じていた。

　裕福なヴェルデ領の次期当主ジル・リオンにふさわしい女性は、気高く美しく聡明な女性。家柄も申し分のない、可憐な花あるいは大輪の花のような人でなければならない。

　無言の圧力に似た大人たちの思考が、視線に乗ってエマを静かに苛んでいる。

（ううん。大人だけじゃない）

　彼に恋をしている美少女たちも、ジルがエマに執心していることを面白くなく感じている。

　――私の方が、ふさわしいのに。

　そんな言葉が透けて見えるような、視線と態度。本当に同意しかないエマは、みぞおちのあたりをズクズクと不快にうずかせて、彼女たちがジルに話しかける姿を、羨望を押し殺した目でながめていた。

　この中の誰かを、ジルが選んでくれますように。彼のためにはそのほうがいいのだと、泣きたいほどの胸の痛みを抱えながら――。

　そんなふうにお茶会の時間を過ごしていたエマは、はにかみながら花を差し出してくれたジルに、心をときめかせながらも興味のないふりをして、いつも口にする言葉を彼に向けた。

「ありがとう、ジル。お姉さんにお花をくれて」

　あくまでも私はジルの妻の座を望んでいませんよという、そばで顔をこわばらせている少女たちへのアピール。年下のジルからの求愛を、子どものたわいない気まぐれだとしか受け止めていないと、周囲に印象付けるための演技。そして、彼にあきらめてもらうために、距離を取るための方法。

　自分はジルに恋なんてしていないという、自己暗示をかけるための呪文。

　ふっとジルの笑みに悲しみの陰がよぎる。ズキリと胸が痛んだけれど、奥歯をグッとかみしめて笑顔を保った。年上のお姉さんの余裕を崩さないように。気持ちを誰にも悟られないように。

　年下の男の子に惹かれてなんていない。離れた場所で、多くの人が集っていたとしても、自然と視線が吸い込まれてジルを見つけてしまうのは、弟みたいな感覚で慈しむ気持ちがあるから。これは、恋なんかじゃない。決して、愛してなんていない。

「僕は、エマを姉として慕っているわけじゃないよ。ひとりの女性として、惹かれているんだ」

　大人びたことを言うなぁと、ときめいた心を静めるためにつぶやいた。

「どうすれば、僕の気持ちを信じてくれる？」

　心が火傷してしまいそうなほど、熱い気持ちを乗せた真摯な瞳に息が止まりそうになった。想いがうずいて、ごまかしていた気持ちを隠せなくなりそうで怖くなる。この恋をあきらめるという決心が壊れてしまう。

　周囲の視線を肌に感じて、彼に想いなど欠片もないと示すための言葉を、エマは急いで吐き出した。

「ジルが私より年上になったら、結婚してあげる」

　絶対にかなうことのない条件に、ふたりのやりとりを注視していた無数の視線がやわらいだ。エマはあくまでも、ジルを弟のようにしか思っていないのだと確認できた安堵と、当然だという気配が満ちる。

　落胆がジルの瞳を暗くする。罪悪感と、己を偽った痛みに体が冷えた。同時に、自分の言葉を反芻して胸裡でため息をこぼす。

（ジルがせめて、私とおなじか年上だったら、引け目のひとつが消えるのに）

　彼が次期領主として自分の妻を自分で選ぶと宣言しても、周囲が納得できる年齢であったなら。

（私も、ジルと夢想デートをしている子たちと変わらないなぁ）

　苦笑をすると、ジルはふっと目を伏せて離れていった。あきらめてくれたのかなと、安堵すると同時に悲しみがふつふつと湧いてきた。

「素直じゃないんだから」

　隣で様子を見ていた妹のモルガノが、小声であきれる。

「本当は、好きなくせに」

　ブスッと頬を不機嫌にふくらませたモルガノの意味深な流し目には、非難と哀れみの色が浮かんでいた。尖らせた唇には、ありありとした不満が乗っている。

「何を言っているの」

　周囲に聞かれないように、ひそひそとたしなめる。

「何って、本当のことでしょう」

「モルガノの妄想よ」

「ふぅん……まったく、素直じゃない姉を持つと心配が絶えないわ」

　やれやれと言いたげに肩をすくめたモルガノが、指を伸ばしてクッキーをつまみあげる。

　苦笑して庭園に目を向けると、純白の毛並みをした大型犬グレゴワールを連れたジルが庭師のイーサンに声をかけている姿が見えた。

　彼が三歳の時に、先代の領主である祖父から贈られた子犬は、ジルとともに兄弟のように共に育ち、彼を背に乗せられるほど大きな体に成長した。

　グレゴワールはいつも、まるでジルの兄のように彼に寄り添い、騎士のごとく彼を警護している。ジルも、敬愛する祖父から贈られた愛犬を自分の半身のように扱っていた。ひとりと一匹は常に共にあり、ジルが別の領地に出かける折も必ず同道していた。

　まだ幼さの残る少年ジルと並ぶと、グレゴワールの立派な体躯がよりたくましく感じられる。

（でも、これから先はジルがぐんぐん大きくなって、立派な青年になるのよね）

　愛犬と共にイーサンと話をしているジルの姿を、恋心を抑えた切ない瞳でエマはながめた。

　凛々しく成長したジルが、美しい毛並みの大型犬を従えて歩く姿を想像する。たっぷりとした陽射しに包まれた緑豊かな庭園を、麗しい青年と優美な愛犬が散歩をしている姿は、きっと一幅の絵画みたいにすばらしい。

　うっとりと想像したエマは、このまま見つめていたい気持ちを抑えて、無理やり視線を彼から外した。これ以上、彼への気持ちが大きくなってしまわないように。

「ごきげんよう、エマ」

　愛らしい令嬢に声をかけられて、エマは笑みを浮かべた。

「本当に、ジル様とエマは仲がいいのね。私の知らないあの方の話を、教えてもらいたいわ。たとえば……そうね。最近お読みになられた本や、ご覧になった演劇作品を知っている？」

　そばに座った少女からジルについてあれこれと質問を受けて、彼との思い出話や彼の好きなものなどを教えていたら、別の令嬢もやってきた。

「私も、ジル様のことを聞きたいわ」

　彼の気を引くために、好むものや嫌悪するものを知っておきたいと、恋心を隠そうともしない美しい少女たちに苦い疼きを感じながら、エマは年上らしい笑みを作った。

「ええ、かまわないわ」

　あくまでもジルについては弟のように考えているだけで、異性としての魅力はまったく感じていない。

　想いを隠すために表面を繕うエマは、ゆったりとしたお茶会の空気とはうらはらに気を張り続けた。

　そのせいで疲れてしまって、話のキリのいいところで席を立った。

　木陰で休もうと大木の木の根に腰を下ろして、幹に体を預けて目を閉じた。ぼんやりと会話の中で思い出したジルのさまざまな様子を脳裏に描いて、甘苦しく心を疼かせて――そこで記憶が途切れている。






　あのまま眠ってしまって、誰かがベッドに運んでくれたというわけか。

　窓から差し込む陽射しから、朝はとっくに過ぎているのだと知れた。

「あの、私……すっかり眠ってしまって」

　夕食も食べずに、日が高くなるまでぐっすり眠っていたなんて恥ずかしい。

「うん。五年も眠っていたから、喉も乾いているし、お腹もすいているだろう？」

「え……五年？」

　いったい彼は、何を言っているのだろう。きょとんとしてジルによく似た青年を見つめると、いたずらが見つかって、叱られるのを覚悟しているような顔をされた。

「ええっと、どういうことですか」

　とまどうエマの手の上に、彼の大きな手が重ねられた。

　ああ、このぬくもりは夢の中で感じていたものだ。

　胸の底から安心とよろこびがさざ波のように全身に広がっていく。初対面のはずの彼の手が、どうしてこんなに心強く感じられるのだろう。

　言いしれぬ安堵感に包まれて、エマは彼の瞳に浮かぶ感情を読み取ろうとした。

　緑の瞳は、キラキラとうれしげに輝いている。

　彼は眠る私のそばに、ずっとついていてくれたのだろうか。

（まさか、ね）

　青年の瞳が熱を帯びて、ドキリとした。この目は、知っている。ジルが「好きだよ」と言ってくれる時と、おなじものだ。

「あなたは、いったい」

　疑念を払う答えを求めて、エマは青年の返事を待った。青年は頬をわずかに上気させて、何かを確かめるように静かに、ゆっくりと言葉を紡いだ。

「ジルだよ、エマ。驚いただろう？　ようやく、君より年上になれたんだ。これで、求愛を受け入れてくれるね？」

　ぽかんと口を開け、目をしばたたかせる。

　彼の言葉と、ジルに「年上になったら結婚してあげる」と言った記憶がリンクした。けれど、そんなことがあるわけがない。ジルが年上になるなんて、ありえない。

　否定をする意識とは裏腹に、心はなぜか彼の言葉をすんなりと受け入れていた。

　どういうことかと彼に問う前に、納得できる理由が浮かぶ。

「ああ、そうか。これは夢ね」

　きっと、そうだ。

　彼の手のぬくもりに安堵したのも、笑顔に心が甘くしぼられたのも、彼がジルだからだ。自分の願望と、ジルに向けた言葉が眠りの世界で結びついて形になったのだ。

　エマのつぶやきに、ジルと名乗った青年の笑みがゆがんだ。

「エマ、これは――」

　何かを言おうとした青年に、エマは現状を理解したと力強く笑顔で示した。

　これは、夢の続きを現実と勘違いしているだけなのだ。心の奥底にある願望が夢として現れているだけなのだ。自分はまだ、庭の木陰で眠っている。だとしたら――。

「本当に、ジルなのね」

　夢の中でなら、想いを彼に伝えることも許されるのではないか。夢の中で告白をして、結ばれて、それで満足ができれば現実を我慢できる。――きっと、たぶん。

　愛しさに顔をほころばせたエマとはうらはらに、青年ジルは表情を曇らせた。

「ジル？」

　小首をかしげると、痛ましそうに眉根を寄せた彼は視線を落とした。

「いや……ごめん。こんなふうに、自分の望みだけでエマを永く眠らせてしまって、本当によかったのかと」

「眠らせる？」

　そういえば、さっき五年も眠っていたと言っていた。

「どういうこと？」

　少し前にのめって、うつくしく澄んだ緑の瞳をのぞきこむ。ほんのわずか目を左右に迷わせてから、彼は覚悟を決めた強さで見つめ返してきた。

「森の魔女を、エマも知っているだろう？」

　うなずくと、青年のジルもおなじように首を動かした。

「彼女に願ったんだ。エマより年上になりたいと。エマと結ばれるためには、必要なのだと」

　夢の中なのに、現状のつじつま合わせの説明が入るのかと、少しおかしくなった。

「魔女が私を眠らせて、ジルが年上になってから目覚めさせられたということなのね？」

　笑いを含んで返事をすると、気まずそうな様子で首肯された。

「対価は？　魔女なのだから、対価を求められたでしょう」

「ん……いや」

　言い淀むジルが目を動かしてエマの背後を見た。振り向くと、壁に飾られた花が見えた。部屋の四方すべてに飾られている花が、質問の答えに関係しているのだろう。

「こんなに大量の花を、どうしたの？」

「エマの命を守るために、活けているんだ」

　命を守るために、どうして花が必要なのだろう。どういうことかと眉根をひそめると、ジルは苦しそうに目じりに力を込めた。

「眠っている間、エマは何も口にできない。生き物は栄養を取らなければ生きてはいけないだろう？　森の魔女から食事の代わりに、花の精でエマを包んで命を維持するようにと言われたんだ」

　説明を受けても、いまひとつピンとこない。小首をかしげると、ジルはさらに苦し気に顔をゆがめた。

「花の精が不足すると、エマは衰弱する。永遠の眠りについてしまうと魔女は言った」

　スウッと体が冷たくなった。夢の中でも血の気は引くらしい。

「つまり、私は死ぬかもしれなかったってこと？」

「すまない」

　深く頭を下げた青年ジルのつむじを見つめる。夢だとわかっているのに、恐怖がじわじわと肌に迫る。

「俺の望みが、エマの命を危険にさらすことになってしまった。だが、俺はかならずエマを守ると誓った。エマを守るために全力を尽くすと、我が父やエマの家族、領民にも広く伝えた。君以外の誰かを妻にする気はない。エマと結ばれるために、俺はどんなことでもすると宣言した」

　顔を上げたジルは、誠意を満面に湛えていた。

「承諾を得る前に、眠りにつかせてしまってすまなかった。だが、これで拒む理由はなくなったはずだ。エマ、俺の妻になってくれるね？」

　ここで「はい」と答えれば、ジルと結ばれる。現実ではないのだから、気持ちのままに返事をすればいい。しかし、とまどいが頭の中でさざめいて声が出せなかった。

　しばらくエマを見つめていたジルが、悲しげに視線を落とした。

「いきなりで、困惑するのも当然だな。少し前のめりになってしまった。ごめん、エマ」

　手の甲を、いたわるように軽く叩かれる。

「目覚めて、お腹もすいているんじゃないか？　何か用意させる。少し、待ってて」

「あ……っ」

　呼び止める間もなく、サッと風のように去ってしまった。彼の動きに揺れた空気が、壁一面に飾られている花の香りを増幅させる。

　深く吸い込んで、細く長く息を吐いた。

「不思議」

　ぽつりと音にして、部屋を見回す。

　ベッドから降りて壁に近づき、ゆっくりと花をながめて部屋を一周した。ひとつひとつ違う香りの花なのに、ちっともケンカをしていない。どの花も己の存在を主張しているのに調和していて、なんてやさしい空間なのだろう。

「あなたたちが、私の命を守ってくれていたの？」

　ささやきかけて、指先で花弁をなぞる。さらりとした手触りと、命の欠片のようなものが感じられた。枯れかけているものは、ひとつもない。どれもすべて、開花したばかりのように生命力にあふれている。

　こんなにたくさんの花を、どこで手に入れてきたのだろう。

　夢の中だからなんでもありなのだろうけれど、これほど大量の、種類も豊富な花をどこから調達してきたのかが気になって、窓辺に近づく。

　屋敷の庭は広大で、腕のいい庭師が折々に咲く花を配置しているから、花の姿が途切れることはないけれど、庭中の花を摘み取ったとしても部屋の壁を囲めるほどの量にはならない。

　窓の外に巨大な花畑が広がっているのではないかと考えて、外の景色を確認する。青々とした草ときれいに刈られた低木。奥には大きな木々の並ぶ森が見える。花壇はこの窓からは見えなかった。庭の様子から、ここは屋敷の西側に位置する部屋だとわかった。

　窓から見える森の奥に、魔女がいる。めったに人の前に姿を現さないけれど、訪ねた人間を脅したり追い返したりすることはないと聞いていた。薬の作り方を教わりに、魔女のもとに通う人もいるという。教えを乞いに行く人はかならず、知識の対価として作物や加工した家畜の肉などを置いていくらしい。

　恐ろしいものではないとわかっていたから、ジルはエマの言葉を真に受けて、精霊の声を聞くことができるという魔女のもとへ行ったのだろう。

　大人びてはいてもやはり子どもなのだと、彼の純粋さに口の端がほころんだ。

　多くの人が、ジルはしっかりしているだの大人びているだのと言っているが、年相応な部分もあるのだ。

　好奇心が旺盛で、やんちゃなところもあって、油断をしているときの肩の力が抜けた笑顔は、こちらの心を解きほぐしてくれるほど、清らかで健やかでまぶしいくらいに美しい。

　あの笑みを見た人は、きっと誰もが彼を愛してしまうだろう。

　次期領主として立派にならなければと、気負っていないときのジルはかわいらしさも漂っている。

　魅力にあふれた自然体の彼が凛々しいだけの少年ではないということを、エマはきちんと知っていた。

　ノックの音がして、返事をする。

「はい」

「失礼いたします」

　扉が開き、ワゴンを押したメイドが現れた。この屋敷で働く者の顔はすべて知っているはずなのに、同年代とおぼしきメイドに見覚えはなかった。

「アイラと申します」

　軽く頭を下げたアイラが、ベッドとは反対側の壁際に置かれているテーブル横にワゴンを運ぶ。空腹を呼び覚ます匂いに引き寄せられる。

「まずは、スープをお召し上がりください。長年、おやすみになられておいででしたから、固形物は負担になるのではないかとジル様がご心配になられておられます」

「ありがとう」

　五年も眠っていたことになっているのだから、当然の配慮だろう。だけど、夢の中でまで現実味たっぷりの処置を取られるなんて、なんだか奇妙だ。

　アイラに促され、歯を磨いて口をゆすぎ、顔を洗って席に着いた。

　食前の祈りをささげて、豆を煮込んだスープを口に運ぶ。青味のあるさわやかな香りと乳質のやさしい香りに、鼻孔をくすぐられた。なめらかな舌触りとシンプルな味付けに舌がよろこび、体がじんわりとあたたまる。

　時間をかけてゆっくりとスープをいただくと、指先までしっかりと目覚めた気になった。

　風邪をひいて食欲が落ちた後、空腹の体にスープが染み入るときに似た感覚に、エマは目元をくもらせた。

　夢の中にしては、体の感覚が妙にリアルだ。

（まさか、ね）

　現実であるはずがないと、心の中で首を振る。

「あなたは、私が眠っている間に雇われたの？」

　食後のお茶を注ぐアイラに問うと、伏し目がちに返事をされた。

「はい。エマ様が目覚めたときに、知った顔が年を取っていると驚かれるだろうと、ジル様はエマ様の身の回りの世話をする者を新しく雇われたのです」

　とても自然な回答に動揺する。夢ではなく現実なのではないかという疑念が浮かんだ。

（まさかそんな……ありえない、はずよね？）

「少し、庭を歩きたいわ」

　部屋から出れば、夢から醒めるかもしれない。

　思いついたエマが席を立つと、メイドは当惑した。

「お目覚めになられたばかりで、お庭に出られるのはおすすめいたしません」

「大丈夫よ。この屋敷のことは、うんと小さなころから知っているし。長く眠っていたからか、体を少し動かさないと気持ち悪いの。さっきも部屋の中を歩き回ってみたのだけれど、ものたりなくて。庭をながめていたら、行きたくなったのよ」

　それらしい理由を告げると、メイドは困惑したように一礼した。

「では、ジル様に了承を得てまいります。お待ちくださいませ」

　自分の判断で決めてはいけないと考えたのだろう。彼女はワゴンを押して、部屋を辞した。

（庭に出るだけで、ジルに了承を得なければならないなんて、まるで監禁されているみたい。屋敷の者ではないけれど、自由に庭に出てはいけない身分ではないのだし、勝手に出ても大丈夫よね）

　足音が聞こえなくなってから、そっと扉を押して廊下の様子をうかがってみる。誰の姿も見えなかった。

（よし、行こう）

　足を踏み出そうとして、ハッと気がつく。いくら夢の中だといっても、ネグリジェのまま外に出るのは気が引ける。ありえないとは思っているが、もしも現実だったとしたら、このまま出ていくのはとんでもなくはしたない。

　振り向いて、エマはクローゼットに目を留めた。近づいて扉を開くと、見慣れたドレスが数着かかっていた。遠方から参加する貴族もいるので、招待会は数日ほど滞在するのが常になっている。トランクに詰めてきたエマのドレスを、メイドがこのクローゼットに収めてくれたのだろう。

　庭を散策するのに適したシンプルなものを選んで、手早く着替えた。くるぶし丈の若草色のドレスは、ジルの瞳に似ていると思って選んだ布で仕立ててもらったものだ。母親に、エマの亜麻色の髪が映える色だと言われた。

　ドレスは体にぴったりと合い、古びてもいない。

（五年も経っているのなら、サイズが合わなくなっていたりするわよね。やっぱり、これは夢なんだわ）

　揺らぐ心が希望を掴んで安堵する。

　ショートブーツに足を入れ、靴ひもをしっかりと結ぶ。もしも誰か――さきほどの、ジルにそっくりな青年や、外出させないようにと命じられているメイドなど――に見つかりそうになっても、すばやく動いて隠れられるように。

　着替えを済ませ、ドレッサーの引き出しから櫛を取り出す。少し癖のある亜麻色の髪を梳かして、うなじのあたりでドレスと同色のリボンで束ねた。

　鏡に映る自分の姿は、昨日と何も変わりない。やはりこれは現実ではないのだとほっとするとともに、あかぬけない容姿にため息がこぼれる。

　家格が劣っていたとしても、華やかな美貌であれば彼の隣に堂々と立てるのに。素朴と言えば聞こえはいいが、パッとしない容姿の娘のどこをジルは気に入ってくれたのだろう。

　鏡の中の瑠璃色の自分の瞳に、ふとジルの緑の瞳の陰がよぎって胸がさわいだ。

　自分を見つめる青年の瞳と、ジルの瞳が意識の中でひとつに重なる。

　ありえない。夢の中ならまだしも、ジルが私より年上になるなんて。

　やっぱり、夢を見ているのだろう。だけど、夢にしては妙にリアルだ。もしかして、何人かが組んで自分をだまそうとしているのかもしれない。

　庭を散策すれば、寝起きの頭もしっかり働いて状況把握ができるだろう。あるいは夢から覚めて、お茶会の続きに戻るのではないか。

「じっとしていたら、わからないままだもの」

　軽く両頬を手のひらでたたいて気合を入れる。

　悪いことをしている気分になりながら部屋を出て、なじんだ廊下を進んで庭を目指した。廊下の様子から、五年の歳月は感じられない。変わったと感じる部分は、ひとつもなかった。

「あぁ」

　外に踏み出して直に太陽の光を浴びると、とても気持ちがよかった。はしたないと思いつつ、大きく腕を空に伸ばして体をほぐす。

　夢の中という感覚はない。妙にリアルな夢という可能性もあるが、それよりも何かの策にひっかけられていると考えるほうが自然に思える。

（だとしたら――）

　五年も眠っていたというウソを信じ込ませて驚かせ、こんなことなら求愛を受けておけばよかったと後悔をしたところで、本物のジルが現れるという寸法なのではないか。

　おそらく計画を考えたのは、ジルとエマが結ばれることを望んでいる妹のモルガノ。ひそかなジルへの恋心を、なぜかモルガノには感づかれている。大量の花や見たこともないメイドの登場は、ジルの両親か祖父あたりが子どものすることだと軽くとらえて、協力したからではないか。

　大人は子どものすることだからしかたがないというふりをしながら、自分たちもいたずらを楽しむ悪いクセを持っている。可能性として、ありえなくはない。

　昨日の昼下がりから日が高くなるまでの長い時間眠っていたせいか、体が少し重たく感じる。散歩をしていれば気だるさも消えるだろうと、エマは陽光の下に出た。

　屋敷を右手側に見ながら、お茶会が開かれた裏庭の広場に向かう。

「――え？」

　キラッと森の入り口付近で何かが光り、エマはまばたきをして目を凝らした。

「あれは……温室？」

　ガラス張りの温室らしき建物が、庭の奥にある森のそばに建っている。あんなもの、眠る前にはなかった。

　スッと血の気が引いて、エマは足を急がせてガラス張りの建物に向かった。

　まさか、そんな……本当に五年の歳月が流れたというのだろうか。

　急ぎ足が駆け足になり、最後はドレスの裾を持ち上げて走り出したエマは、息を切らして温室の扉を開けた。

　むせかえるほど大量の花の香りが押し寄せて、クラクラする。深呼吸をして息を整え、おそるおそる踏み込んだ。

　ガラスの壁をグルリと取り囲むように、背の高い草花が植えてある。蔓科の植物が柱に沿って天井に向かい、伸びていた。円を描く形で道が作られ、内側は腰くらいまでの高さの低木が植えられている。低木に囲まれる形で丸テーブルと椅子が置いてあり、少人数でお茶会をするにはちょうどいい空間になっていた。

「いつの間に、こんな」

　ひと晩で、こんな立派な東屋風の温室が作れるわけがない。

「ううん。前から計画をしていて、準備を整えていたのなら……できるはず、よね？」

　自信なさげに自分に言い聞かせるためにつぶやいて、エマは椅子に腰かけた。額に手を当てて、目覚めてからの出来事を振り返る。

　花に囲まれた部屋。ジルによく似た金髪の美青年。初対面のメイド。昨日と何も変わらない、自分の姿。扉を開けた先に延びる、特に変わったところが見つからなかった館の廊下。庭にある、知らない温室。

　――五年も眠っていたから、喉も乾いているし、お腹もすいているだろう？

　悪寒のヴェールが肩にかかって、エマは自分を抱きしめた。

（ありえない。あるはずがない。五年も眠っていたなんて、そんなこと――）

　扉の開く音がして、鋭く息を呑んだエマは庭師の姿に体の力をゆるめた。安堵したエマとは反対に、彼は目を大きく見開く。

「お目覚めになられたので？」

　にっこりとして、エマは椅子から立ち上がった。

「あなたも、私が五年も眠っていたって言いたいのね？　でも、おあいにくさま。簡単にだまされたりしないんだから」

　目の前に現れた庭師は、古くからこの屋敷で働いているイーサンだった。なじみのある初老の男に、変わったところは見られない。そういえば昨日、ジルは彼に声をかけていた。

「ねぇ。昨日、ジルがあなたに声をかけていたのは、この温室を私が眠っている間に作り上げるためだったんでしょう？」

　イーサンが気の毒そうに顔をゆがめる。

「計画がダメになったって、気に病む必要はないわ。私、はじめからだまされてなんていないもの」

　彼は眉根を寄せて、ゆるゆると首を左右に振った。痛ましそうな目を向けられて、エマは首をかしげる。

「ジルとモルガノが、私をだまそうとしているのでしょう？　五年も眠っていたということにして、ジルに似た親戚の誰かを巻き込んで、あなたも協力をして温室を作ったのよね」

　彼はまた首を振り、静かな声でエマに答えた。

「五年の間に、色々なことがありました」

　深みのあるしわがれた声には、悲しみとも哀れみともつかない寂し気な響きがあった。

「あなたはちっとも変わっていないわ。五年なんてウソなんでしょう」

「年寄りの五年は、若い人の五年よりもずっと短いのですよ、エマ様。この年になると、五年程度ではそう変わりません。まぁ、少し白髪とシワが増えたくらいです」

「ウソ」

「ウソではありません。その証拠に、ジル様は立派に成長なされました」

　静かな声には、真実の気配だけがあった。

「そんな」

　衝撃によろけたエマは、丸テーブルに手をついて崩れそうになる体を支えた。

「本当に、私は五年も眠っていたの？」

　ゆっくりと重々しくイーサンの首が縦に動いて、エマは「あぁ」と悲鳴ともため息とも取れる声を漏らした。

　椅子に座り、ぽつりとつぶやく。

「信じられない」

「本当の話です」

　ぽつんと静かな水面に水滴が落ちて波紋が広がるように、エマの体に不安が広がる。

「そこに座って、どうしてこんなことになったのかを聞かせて」

　肘をついた右手で額を支えたエマは、左手でイーサンに座るようにうながした。ためらいがちに、浅く椅子に腰かけた彼が恐縮したように、ぽつりぽつりと言葉をこぼす。

「ジル様は、魔女に会いに行ってくると仰せになって、お出かけになられました。私めは茶会の邪魔にならぬよう、仕事をしておりました。そろそろ夕食のために、皆さまが屋敷の中に戻られるころ、あわただしく旦那様が私に声をおかけになりました。急いで花を用意するようにと。ディナーの席に飾る花を至急……というには、どうにも様子がおかしいと思いながら、私は花を摘みました」

　彼はチラリと気づかう視線をエマに向けた。エマは話の続きを求めるために軽くうなずいた。

　庭師は居心地が悪そうに座り直して視線を落とし、ふたたび口を重たそうに動かした。

「少しして、エマ様が永い眠りに入られたことを聞きました。ジル様の願いを魔女が聞き入れ、エマ様を眠らせたのだと。生き物は物を食べなければ、生きていけません。眠るエマ様が生きていくためには、花の精が必要なのだと聞かされました。この屋敷の庭には、どの季節でも花は咲きます。ですが、数には限りがある。至急、この温室が作られました」

「ここで、私の眠る部屋に飾る花が育てられていたのね」

「ここだけでは、やはり足りません。はじめのころは、領内のいたるところから花が集められました。隣の領地から輸入もいたしました。ヴェルデ領内に多くの庭師が招かれて、大急ぎで郊外に広大な花園が造園されました。領内だけで花が賄えるようになったのは、三年ほど前のことです」

　これ以上は何も語れることがないという気配が、イーサンの言葉尻に漂っていた。深い吐息をこぼして、エマはゆっくりと確かめた。

「本当に、私は五年も眠っていたのね」

　硬い声を出したエマに、彼は憐憫の情を浮かべてほほえんだ。エマは恐怖に叫びだしそうになる気持ちを必死に抑えて、無理やりに笑顔を作った。

「ありがとう、教えてくれて」

「エマ様、これだけは疑わないでください」

　イーサンはゴクリと喉仏を動かして、労わりを含んだ声で告げた。

「ジル様は、心の底からエマ様を大切に想っておられます」

　顔を伏せたエマは、返事をしなかった。声を出せば、涙がこぼれてしまいそうだ。

　体が震える。温室の中なのに、体がとても冷たくてたまらない。信じられない気持ちと、現実なのだと告げる理性が争っている。

　そもそも魔女は、人を何年も眠らせる魔法を使えるのだろうか。森に魔女マルグリッドが住んでいることは知っている。彼女はかつて、神殿の神子みこだったと聞いていた。エマが生まれるよりもずっと昔、彼女は森の精霊に乞われて神殿を離れ、森の魔女になった。多くの人が彼女の作る薬を求めて、森を訪れているらしい。森の魔女マルグリッドにまつわる話を聞くときは、いつも脳裏に上品な老婆の姿を思い描いていた。

　おだやかな笑みを浮かべ、草木に囲まれてつつましい暮らしをしている親切な老婆。

　それが、エマが持つ森の魔女の印象だった。精霊の言葉を聞くことができるらしいとは知っているが、誰かに魔法をかけられるという話は聞いたことがない。

　イーサンもジルやモルガノと共に、自分をだまそうとしているのではないか。

　しかし、彼の表情や語り口調にウソの気配は見受けられなかった。

　本当に、自分は五年も眠っていたのか。

　知らないうちに、命の危険が伴う眠りにつかされていたのか。

　イーサンは「では」と断りを入れて、席を立った。足音が遠ざかり、扉の閉まる音がして、エマは丸テーブルに突っ伏した。






　どのくらいそうしていたのだろう。

　こめかみが痛むほどグラグラと思考を揺らしていると、そっと肩に手を置かれた。

「エマ」

　顔を上げると、心配そうな緑の瞳がそこにあった。よく知る親しい目の色は、ジルのものに違いないと確信ができるのに、目の前にいるのはエマの知っている少年ではない。

「気分でも悪いのか？」

　緑の瞳が案じ気に雲っている。この青年は本当に、ジルなのだろうか。五年の眠りは真実なのか。

「どうして、ここに……？」

　質問に質問で返すと、青年は苦笑を浮かべてしゃがんだ。エマを見上げる形になった青年の笑顔が、エマのよく知る少年ジルの姿と重なる。

「エマが散歩に出たいと言っていると聞いたから。部屋にいないから、探しに来たんだ。温室に、驚いた？」

「モルガノに会わせて」

　問いを無視して、エマは願いを伝えた。青年の笑みが苦しそうな気配を帯びる。

「モルガノはどこ？　お父さまとお母さまは？」

「エマの家族は、自分たちの屋敷にいるよ」

「すぐに手紙を出して。私が会いたがっているって……いいえ、私が帰るわ」

「エマ」

　立ち上がったエマの手を、青年がつかむ。

「落ち着いて。座って」

「信じないわ。五年も眠っていたなんて。あなたがジルだなんて、信用できない。よくできたウソだったから、信じそうになったけれど。この温室だって、準備をしていればひと晩で作ることも無理ではないもの。手の込んだいたずらはよして。あなたはジルの遠い親戚かなにかで、ジルのふりをしているのよね。ジルはどこかで私が婚約を承諾するのを待っているのでしょう？　年齢の問題が解消したから、求愛に応じますと私が言うのを待っているんだわ。そこで種明かしがされるのね。年齢の問題さえなければ、私はジルの妻になる気があるということになって、気持ちが大事だからとかなんとか言って説得するという計画なのでしょう」

　早口でまくしたてたエマは、そうであってほしいと願っていた。目の前の青年がジルのはずはない。五年も眠っていたなんて、ウソに決まっている。森の魔女が精霊と会話できるからといって、人を何年も眠らせておくなんて、できるはずがない。

「離して。くだらない冗談を終わらせるために、帰るわ」

「エマ」

　立ち上がった青年に両肩を掴まれて、顔を覗きこまれる。

「早馬で、君の家族に知らせを送るよ。エマが会いたがっているって。今夜、手紙を見た君の家族は、明日の朝には馬車を走らせて会いに来るはずだ。だからエマ、帰らないで」

　熱意のこもった声に、エマはすとんと椅子の上に落ちるように座り直した。

「ウソよ……ウソに決まってる。あなたがジルだなんて、そんなことあるはずないわ」

　うなだれたエマの前に、青年がひざまずく。

「僕だよ、エマ。間違いなく、ジルだ。ねぇ、エマ。成長しても、僕は僕だよ」

　見上げてくる青年の透き通った緑の瞳を見下ろして、エマは指を動かした。青年の頬に指を置いて、輪郭をなぞる。青年はじっと、エマのするにまかせた。

　訴えてくる青年の表情も声に含まれた気配も、ジルそのものだった。

　目じりが少し吊り上がった、大きな瞳。スッと通った鼻梁に、薄い唇。少年ジルにはあった頬の丸みがスッキリと取れて、輪郭に凛々しさが加わっている。

　信じたくはないけれど、心の深いところが認めている。疑いようもなく、目の前の青年はジルであると。

「僕……って、言った」

　彼の頬から指を離して、エマはつぶやいた。

「え？」

「目覚めた時は、俺って言っていたのに」

　ああ、と目元をゆるめたジルが、照れくさそうに唇を軽く噛む。

「ちょっと格好をつけたくなったころから、俺って言うようになったんだ。だけど、エマが知っている俺は、僕って言っていただろう。だから、信じてもらうために昔の口調を思い出してみた」

　むかし、と、音にせず唇を動かしたエマは、青年ジルをまじまじと見つめた。昨日もこうして話をしたのに、もう彼は少年ではなくなっている。

「部屋に戻ろう、エマ。君の家族に送る手紙を、エマも書くといい」

　首を振って、エマは彼を安心させるために笑った。

「もう少し、ここにいたいの。満足したらきちんと帰るわ」

「そう。それじゃあ、誰かに飲み物でも運ばせようか」

「いい。少し、ひとりになりたいの。とても混乱してるから」

　とたんに、ジルの目元が心配と不安に陰った。曇りを払いたくて、エマは言葉を続けた。

「でも、そうね……しばらくしたら、きっと喉が渇くと思うわ。すぐにはいらないけれど、頃合いを見計らって運んでくれるとうれしい」

「わかった、そうするよ」

　気がかりだと言いたげなジルを追い出すように笑顔を浮かべて、エマは彼が去るのを見送った。途中で振り向いた彼に手を振り、彼の姿が見えなくなってから表情を消す。

　彼はジルだと気持ちでは確信したが、理性が否定したがっている。五年も眠っていたという事実を、受け止められなかった。

　もしも本当に五年も眠っていたのなら、ジルだけでなく妹までが年上になっている。事実とは信じたくない。信じたくないのに、青年は間違いなくジルだと心が叫んでいた。

　両手で顔をおおって自分の内側に意識を向ける。記憶の中のジルと青年の姿が重なって、間違いなく自分が眠っている間に歳月が流れたのだと確信した。

「まだ、夢を見ているのよ」

　つぶやいて、悪あがきをしているなと苦笑した。けれど、一縷の可能性を捨てきれない。

　ジルの説明と、イーサンの説明が交互に耳奥によみがえる。

　魔女はジルの願いをかなえるために、エマに眠りの魔法をかけた。眠り続けるエマの命を守るために、花の精が必要だった。そのために温室ができ、領内には花園が造園された。眠っていた期間は、五年。

「信じられない。まったく、バカげているわ。ありえない。あるわけがない。五年も眠らせるなんて。五年も、私の時を止めるなんて」

　――ジルだよ、エマ。驚いただろう？　ようやく、君より年上になれたんだ。これで、求愛を受け入れてくれるね？

「本当に……バカだわ」

　もう、ほとんど現実だと受け止めている。これは夢ではない。ジルはとんでもないことをしてしまった。

　もしかすると、ジルは本当に魔女が願いをかなえるとは思わずに、何かアドバイスをもらえるのではないかという程度の気持ちで森に入ったのかもしれないが。

「ありえるわ」

　思いもよらない展開になって、ジルは大慌てしたのではないか。彼はその後、どんなことを考えたのだろう。魔女とのやり取りは、どうだったのか。魔法を解けないかと交渉したのかもしれない。だから、目覚めた時に見た表情が、少し弱々しかったのだとしたら。

（想像の範囲でしかないけれど）

　可能性としては充分にあると考えながら、エマは周囲を見回した。立派なガラス張りのこの温室は、自分の気持ちや立場を具現化したものみたいだ。世界と確かにつながっているのに、見えているのに確固たる隔てがある。

「私だけが、置いてけぼりにされちゃったってことよね」

　世界から、五年も置いていかれたのだ。クラリとめまいがして、なにかのぬくもりに触れたくなった。

「グレゴワール」

　ふっと口を突いて出た名前に、エマは目を見開いた。

　そういえば、グレゴワールはどこにいるのだろう。

　昨日、ジルが庭師に話しかけていた時に、彼の愛犬グレゴワールはそばにいた。真っ白で長い毛を持つ大型犬。ちいさな子どもであれば、背中に乗れそうなほど、どっしりとした体つきの犬。少し鼻が詰まったように短くて、いつも笑っているみたいな顔の、おとなしくてやさしいぬくもり。

　常にジルと共にいたグレゴワールが、彼のそばにいなかった。ジルが三歳の時に祖父から贈られた犬。幼いころは兄弟のように。成犬になってからは頼れる兄のように、ジルを助け、見守っていたグレゴワール。

　悪い予感がして、エマは浮かんだ考えを振り払った。エマにとっての昨日の時点で、グレゴワールは一〇歳を超えていた。それから五年と考えると、グレゴワールはかなりの老犬になっている。

　きっとどこかで休んでいるのだろう。青年について歩くほどの体力がなくなっているだけなのだ。

　子守はもう、お役御免ということでのんびり過ごしているに違いない。

　あらためて、五年という時間を考えてみる。

　年上になったジル。妹も年上になっている。両親は老けただろうか。イーサンのように、それほど変わりはないかもしれない。

　信じはじめているのに、実感がともなわない奇妙さに気持ちが落ち着かない。じっとしていられなくなって、温室の外に出て散歩をしようとしたエマの目に、バスケットを手にしたメイドの姿が映った。

　頃合いだと判じたジルが、飲み物を持っていくようにと命じたに違いない。メイドはエマを見つけると、小走りにやってきた。

「遅くなりまして、申し訳ございません」

「違うの。待ちかねていたのではなくて、飲み物を頼んでいたことをすっかり忘れて、散歩に行こうとしていただけよ」

　恐縮するメイドの顔は、部屋で会ったメイド同様に見覚えのない相手だった。

「あなたも、新しく雇われたの？」

「はい。エマ様付のメイドとして、働かせていただいております。テアと申します」

「ずっと眠っている人間の世話なんて、特にすることもなかったでしょう？」

　嫌味でもなんでもなく、率直な意見として口にしたエマに、返答に困ったらしいテアはあいまいな笑みを浮かべた。

「温室に戻るわ。せっかく、持ってきてくれたんだもの」

「かしこまりました」

　テアはエマより先に温室の扉に手をかけた。エマは開かれた扉をくぐり、さきほどの椅子に落ち着いた。バスケットから手早くゴブレットを取り出したテアは、ガラス瓶に詰められたジュースを注いだ。礼を言ってゴブレットを受け取り、よく冷えたジュースをゆっくりと喉に落とした。

「おいしいわ。ありがとう」

　ほほえむテアの表情が、どこかぎこちない。彼女の気配にとまどいを感じて、エマは聞いた。

「私が目覚めたことが、不思議？」

「え、あ……ええと、そのう」

「遠慮しないで。私もとまどっているところなの。目が覚めたら、昨日は少年だった人が青年になっていて、知らない温室ができあがっているんだもの」

　わざとおどけた調子で肩をすくめると、テアは哀れみを含んだ瞳を細めた。

　彼女の中では、自分はかわいそうな人間になっているのだと知る。

（五年も眠らされていたんだもの。そう思われてもしかたないわよね）

「あなたは、なんて説明を受けて雇われたの？」

　言いにくそうに、両手の指をもじもじと絡ませるテアの顔を、返事を促すために見つめる。彼女は、歯切れ悪く答えた。

「眠り姫の世話を頼みたいと言われました。エマ様のお世話というよりは、花の世話をしているというか……花が枯れないように管理をするという感じでしたけれど」

「私を見た時、どう思った？」

「本当に、魔法で眠らされているのかと疑いました。なんの変哲もない様子でしたので」

「だけど、私は眠り続けた」

　頬をこわばらせて、テアは「はい」と答えた。

「森の魔女は、本当に魔法が使えるのだと驚きました。――あのう、エマ様」

　おずおずとした物言いのテアは、哀れみの気配を消して好奇心をのぞかせていた。

「どうしたの？」

「そのう、ずっと……うかがいたいと思っていたことがありまして」

　遠慮がちな色では隠し切れない関心を向けられて、エマは少し背筋を伸ばした。彼女の質問に答えることで、見えてくるものがあるかもしれない。

「遠慮せずに、聞いていいのよ」

「はい。では、おうかがいします」

　胸元で両手を握りしめたテアの頬が、わずかに上気する。

「おふたりは……その、ジル様とエマ様は婚礼をおこなわれるのですよね？」

　確認の形で問われて、エマは目をぱちくりされた。予想とは違う反応だったらしく、テアも目をしばたたかせる。

「あのぅ……周囲に納得してもらうために、おふたりは魔女に依頼をしたのではないのですか？　エマ様を妻にしたいと望んでも誰も口をはさめないほどに、ジル様が立派な次期当主として認められる青年になるまで、エマ様の時を止めてほしいと」

　向けられた言葉を受け止め、考えてからエマは問うた。

「世間では、そういうことになっているの？」

「世間というか……エマ様とジル様は想い合う仲であるのに、家格の違いとエマ様が年上であられることが原因で、結ばれることが許されなかった……。それで魔女の力を借りることにしたと聞いております」

「誰から」

「誰、とは……そのぅ、まあ、いろいろな者が申しております」

「ジルから、そう聞いたわけではないのね？」

「はい、申し訳ありません」

　肩をすぼめて頭を下げたテアに苦笑し、エマは「怒ってないわ」とやさしく言った。

「ジルからは、なんと言われたの？」

「ただ、エマ様のお世話をするように。花は決して絶やさないように、とだけ」

「眠りの事情は、聞かされていないのね」

「はい」

　つまり、エマが眠っていた理由は、さまざまな人が憶測を真実のように語りあっているうちに、広まっていったということだろう。

「真実は、違うのですか？」

　知りたがりの顔をされて、エマは弱々しい笑みを浮かべて立ち上がった。

「部屋に戻るわ。なんだか、疲れてしまったの」

　エマ自身も、ジルや庭師のイーサンから説明は受けたが、本当にそうなのか事実確認ができていない。

　誰かに説明できるほど、自分の状況を理解していなかった。

　明日、両親と妹が現れたら――家族の姿を見たら、淡い確信が確固たるものに変わるだろう。その時に、あらためて自分の状況を確認しよう。

　まだ、長すぎる夢の中という可能性は、ゼロではないのだから。

















第二章　やさしい夢？　望みの現実？












　目を開けて最初に視界に入ったのは、長い前髪からのぞくおだやかな寝顔。

　どうして彼が、ベッドに突っ伏して眠っているのだろう。

　静かに体を起こしたエマは、椅子に腰かけてベッドに頭を預けているジルを見つめた。彼はいつから、ここにいるのか。どうして、こんなところで眠っているのか。

　考えても理由はわからない。ただ、昨日の再現みたいだなとエマは思う。

　永い眠りから目覚めた――自分の感覚では、たったひと晩でしかないが――エマが、最初に目にした相手。青年になったジル。

　室内を見回して、壁に飾られた花々をながめた。数は減っているけれど、部屋の中は植物の甘い香りで満たされている。

　もう、エマに花は必要ない。永い眠りから覚めたあとは、眠る前と同様に食事をして命をつなぐことができる。部屋の花は撤去しても問題はないはずだが、そのままにされていた。

　――花は、このまま飾っておいてもいいだろう？　必要ないと頭ではわかっていても、不安なんだ。エマが本調子にもどるまで、花の精がいるんじゃないかって。

　昨夜のジルとの会話を思い出す。自分の弱気を恥じるようにほほえんだ彼に、エマは「かまわない」と答えた。

　エマ自身はまだ魔法で眠っていた実感が湧いていないから、不安という感覚はない。ただ、せっかくきれいに飾られているものを、無理に取り去る必要はないと思ったのでそう伝えた。

　撤去の作業だって、大変だろう。

　少しずつ枯れた花を処分して、ゆっくりと減らしていけばいい。

　視線をジルに戻す。ぐっすりと眠っている彼の前髪を指先で払い、隠れていた目元をあらわにした。

　少年のころの面影が残っている。本当に、彼は青年になったのか。自分が五年も眠っていたのではなく、ジルが魔法で大人になったのではないのか。

　だとすると、温室の存在が不自然なものとなる。

　ほとんど信じかけてはいるが、決定的に納得をするための要素が欠けている。どうすれば納得ができるのか、自分でもわからない。けれど、何かこう……どうしようもないほど疑念を払しょくしてくれるものが欲しい。

　ノックの音がして扉が開き、アイラが現れた。

「まぁ」

　短く声を上げた彼女が、困惑した様子でエマを見る。

「いいのよ」

　退室しなくていいと伝えると、アイラは頭を下げてエマのそばに来た。

「どうして彼がここで寝ているのか、私にもわからないの」

　質問される前に説明すると、アイラは眉根を下げてほほえんだ。

「おそらく、エマ様が心配だったのでしょう」

「心配？」

「また、お目覚めにならないのではないかと、気になされておいでなのかと思われます。なにせ、五年は永いですから」

「彼を起こしても、いいのかしら」

「よろしいかと存じます。そうしていただきませんと、そのう……エマ様の身支度ができかねますので」

「そうね」

　彼がいつ目覚めるのかわからない状態で、着替えをするわけにもいかない。エマはジルの肩をゆすった。

「ねぇ、起きて。朝よ」

　名前を呼びかけるのは、なんとなくためらわれた。心の奥にしまってある恋心が、青年はジルであると認めているけれど、つい先日まで少年だった相手が年上になっている状況へのとまどいがぬぐえない。

　長いまつ毛が震えて、ゆっくりとまぶたが上がる。緑の瞳にエマが映った。

「あっ……おはよう、エマ」

　とろける笑みを向けられて、エマの胸がギュッと甘く絞られる。屈託のないさわやかな笑みに、隠している想いがうずいた。

　しつこいくらいに、彼はジルなのだと再確認させられる。

「どうして、こんなところで眠っていたの？」

　つい子どもに話しかけるような口調になってしまった。ジルは照れくさそうにしただけで、気にした様子もなく返事をした。

「誰よりも先に、エマにおはようって言いたかったんだ」

　安堵と幸福を交えたジルの答えに、エマは視線を上げてアイラを見た。振り向いたジルが、バツの悪そうな顔をする。

「俺は、二番目だったようだね」

「身支度をするわ。悪いけど、席を外してくれない？」

　うなずいたジルに手を取られ、指先にキスをされる。

「着替えが終わったら、朝食を共にしよう。用意をさせてくる」

　颯爽と去ったジルの代わりに、アイラがそばに来た。

「お召し替えを」

「ええ」

　ベッドから降りて、アイラが用意した銀柄の歯ブラシで歯を磨き、口をゆすぎ、顔を洗って、ネグリジェからクローゼットに吊ってあった普段着のドレスに着替える。ドレッサーの前に座り、エマは髪を整えてもらいながら、鏡に映るアイラが物言いたげな表情をしていることに気がついた。

「聞きたいことがあるのなら、遠慮をしなくてもいいわ」

「えっ」

「何か、言いたそうな顔よ」

「申し訳ございません」

　手を止めて頭を下げるアイラに、いいのよとエマは声をやわらかくした。

「とがめているわけではないの。眠り続ける私の世話をしてくれていたのよね？　目覚めたことにとまどって、何か言いたくなるのも当然だわ」

　彼女の気分をほぐそうと軽い調子で言ったエマに、アイラは言いにくそうに口を開いた。

「エマ様は、ジル様と約束をして眠りについたのではないのですか？」

　昨日、温室でテアに話したことを聞いたに違いない。ふぅっと息を吐き出して、エマは気持ちを少しこぼした。

「違うわ。私は眠らせてほしいなんて望んでいなかった。いまだに五年も眠らされていたなんて、信じられないの」

　鏡に映るアイラの表情が、ありありと曇った。

「では、すべてはジル様おひとりで決められたことだったのですか」

「どうかしら。ジルと魔女が、どんな話をしたのかを私は知らない。誰か知っている人がいるかもしれないけれど、どうかしらね。――あなたは、ジルと私がどんな関係だったのかを知っている？」

　鏡の中のアイラを見ると、彼女はスッと視線をそらした。

「気を使わなくてもいいわ。何も知らなかったのなら、知らなかったでいいの。どんなふうに見られていたのかを、単純に知りたいだけだから」

　鏡ごしの会話ならば、言いにくいことも言ってくれるのではないか。

　客観的な意見を聞きたくて、エマはさりげない風を装って問うた。

　はたして、アイラは質問に答えた。

「おふたりは心の底では想い合っていながらも、家格の釣り合いや年齢の問題が理由で結ばれることはないと。ジル様は、スティウィ領アドラム侯爵家のマイラ様か、ゾフカシル領スケフィントン伯爵家のフィービー様と結ばれる予定であると、聞いておりました」

　名前の挙がったふたりは、裕福な領地を治める貴族の令嬢で、ジルより少し年下の美少女だ。どちらもジルに想いを寄せていたと記憶している。また、多くの大人がジルにふさわしい相手だと認識していることも知っていた。

「私が眠ってから聞いた話？　つまり、屋敷に仕えるようになってから知ったことなのかしら」

　いいえと彼女は首を振った。

「こちらにお世話になる前に。別の屋敷で働いておりました折に」

「そう……で、こちらに来て、私の世話をするようになってからは？　ジルは周囲からなんて言われているのか教えてちょうだい」

　エマの髪を整え終えたアイラは、胸の上に手を乗せて深呼吸をしてから口を開いた。

「おふたりの想いは強く、周囲を納得させるために魔女の力を借りたのだと。傍目にはそっけなく、ジル様の求愛をあしらっていたエマ様が、魔女の話をジル様にしたのだと」

　なるほどと、エマは無言で首を縦に動かした。つまり周囲は、エマがジルをそそのかして魔女に魔法を使わせたと認識しているのか。

「まあ、ジルが私に執心をしていると考えるより、私がジルをけしかけて結ばれるために策を練ったと考えるほうが、周囲にとっては納得しやすいのでしょうね」

　家と家との繋がりの利益だけをとっても、エマとの婚儀はリオン家にとって何の得にもならない。むしろ家格が劣る、財政的にも格が落ちる家の娘を妻にするのはデメリットを生む可能性が高くなる。メルル家の有する領地内に、リオン家が欲する資源が埋まっているとか、交易ルートを確保するために必要な土地であるとか、なんらかの理由があれば別だが、そういったものもない。だとすると、年上のエマが年下のジルを軽くあしらって執着心をあおり、解決法があるとそそのかしたと考えるのは自然だろう。

　気分的におもしろくはないが、家柄や資産の違いをかんがみて事態を見ると、自然な解釈だ。

　笑顔の消えたエマに、アイラは慌てた。

「違います！　けしかけただなんて、そんな。そうではなく、むしろおふたりの純粋な想いに打たれ、利害関係を重視した婚姻を考えていた方々が恥じておられるのです」

「え？」

　きょとんとすると、メイドは両手を拳にして興奮の面持ちで眉を吊り上げた。

「一途なジル様の想いと、周囲の思惑を気になされて、自分の気持ちを隠しておられたエマ様のけなげさに、多くの方々が感動なされておいでです」

　感動……と、口の中で単語を確かめたエマは、おへそのあたりから笑いがこみあげてくるのを感じた。

「ふ、ふふ」

「エマ様？」

　どうやら美談にされてしまっているらしい。エマは周囲の勝手な解釈がおかしかった。当事者の気持ちを確かめもせずに、憶測を事実と認識して話が広まっている。

　原因は、誰もが真実を打ち明けられていないからだろう。

「私が魔女に眠らされていたと知ったのは、目覚めてからよ。だから、とても困惑しているわ。少年だった人が青年になっていて、庭には知らない温室がひと晩で出現しているんだもの」

　クスクス笑いながら、エマは己の気持ちを言葉に変える。アイラは笑っていいのか神妙にした方がいいのか迷っているらしく、片頬を引きつらせた奇妙な表情になった。

「本当に……ジルはどうして、私を眠らせたのかしらね」

　ぽつりとこぼれた声は、自分で思うよりもうつろな響きを有していた。途方に暮れているのだと自覚して、エマはため息をこぼした。

「本当に、何も知らされていなかったのですか？」

「ええ。今も長い夢の中にいる気がしているわ」

　受け止めきれない現実に体が震えて、エマは自分を抱きしめた。

「では、おふたりは結ばれる約束をしていたわけではない、と？」

「期待に応えられなくて申し訳ないけれど、そういうことになるわね」

　なんとか笑おうとしたエマの力のない表情に、アイラは何を思ったのか低い声でつぶやいた。

「一方的に想いを寄せられることも、辛いのですね」

　振り向いたエマに、アイラは慰めるような笑顔を向けた。

「朝食の支度をしてまいります」

　声をかける前に背中を向けられ、エマは彼女を見送った。

　アイラは、エマの言葉をどう受け止めたのか。先ほどの発言は、エマの気持ちがどこにあると考えたのか。

（ふたりで決めたわけじゃないと知ったせいで、ジルに対する評価が落ちなければいいのだけれど）

　気にする必要のなさそうなことが、ポッと脳裏に浮かんで苦笑する。ドレッサーの前から窓へと移動し、庭を見下ろした。

　ここから、あの温室は見えない。

「変なの」

　つぶやいて、自分の状態を反芻しても、アイラに言ったように「長い夢の中にいる気」から抜け出せない。

　物語であれば、もっと早く現状を受け入れて次の展開へと進んでいく。すべての物語がそうであるとは言わないが、エマの知っている物語は不思議なことがあっても、主人公は素直に理解し受け止めていた。

　どうして自分は、こんなにグズグズとしているのか。

　ため息ばかりが生まれ出て、口からこぼれる。

　これから私は、どうすればいいのだろう。

　考えているようでありながら、ぼんやりと目に映る景色をながめていると、ドアがノックされた。返事をすると、ワゴンを押したテアとジルが現れた。

「朝食をお持ちいたしました」

「大丈夫だろうとは思うけど、ずっと眠っていたからな。体にやさしい、食べやすいものを用意させた。さぁ、エマ」

　そばに来たジルに手を取られ、テーブルに導かれる。席に着くと、リゾットが出された。スプーンを手に、口に運ぶ。この屋敷で食べ慣れている味に、気持ちが和んだ。視線を感じて顔を上げると、ジルがにこにこしている。

「何？」

「エマが起きて、食事をしているなぁと思って」

　しみじみと当たり前のことを言われて、エマは面食らった。

「そんなの」

　普通のことでしょうと言いかけて、唇を閉じる。自分が眠っている間、ジルはどんな気持ちでいたのだろう。

　奇妙な沈黙が訪れて、エマはうつむいて黙々とリゾットを食べた。ジルもリゾットを口に運び、無言で食事が進む。リゾットを食べ終えると、果物が出された。それも黙々と食べ終える。食後の紅茶を淹れたテアは、一礼をして部屋を後にした。

　ふたりきりになるのを待っていたかのように、ジルが口を開いた。

「朝食の後、モルガノが馬車でこちらに来る予定になっている」

「モルガノだけ？　お父さまとお母さまは」

「手紙には、モルガノがエマと話したがっている。両親は邪魔だから、来ないでくれと言ったと書いてあった」

　勝気で、なんでもズケズケと言ってくる妹の気性を思い、いったい何を言われるのかとエマは眉根を寄せた。

「毎週、モルガノはエマの様子を見に来ていたんだ。彼女はとてもエマを心配していたよ」

「心配してくれる気持ちはありがたいのだけれど、あの子は少しおせっかいが過ぎる時があるのよね」

　まったく困ったクセがあるわと、お茶会でモルガノとした会話を思い出す。妹はふたりが結ばれることを望んでいた。再会時の話はおそらく、ジルとの今後についてだろう。

　プッとジルが噴き出して、エマは顔をしかめた。

「エマも、負けていないと思うけどな」

　耳心地のいい中低音に、モルガノもジルのように成長をしているのだと思い出す。彼女も、姉である自分より年上になっている。

　きっと成長したモルガノを見たら、ふわふわとした現実が肌に沿ったものに変化する。身近な人間がふたりも、自分より年上になっているのだから。

　妹に会うことが、ふいに怖くなった。

　現実を受け止めたくない。

　だけど、受け止めなければならない。

「ふたりの再会に俺も立ち合いたいけれど、仕事があるんだ」

　心底残念そうに、ジルは紅茶を飲み干した。わずかにひそめられた眉。うっすらと笑みを浮かべた形のいい唇。カップの取っ手にかけられた指。すべてに視線が吸い込まれてしまう。

　どうしようもなく惹かれているのだと、自分自身に思い知らされたエマは、想いを悟られないように軽く目を伏せた。

「次期領主様は、大変ね」

　彼への気持ちと現実と向き合わなければならない不安をごまかしたくて、エマはわざとからかい口調で言った。

　予想よりも真面目な声が返ってくる。

「誰にも文句を言わせないほど、立派な領主になるつもりだからな」

　キュンキュンと心のヒダがうずいて、愛しさがあふれそうになる。

　――そして、エマを妻にするんだ。

　少年のころのジルの、きれいなボーイソプラノがエマの鼓膜を震わせる。

　よく彼が口にしていた言葉を、青年になった彼の声で聞かされるのではないかと身構えた。不安を抱えている今、あの言葉を聞かされたら心の枷が外れてしまいそうだ。

　エマの心配をよそに、ジルはそのセリフを言うことなく席を立つと、エマのそばにひざまずき、手を取ってうやうやしく指に唇を寄せた。

「行ってくる」

　まぶしいものを見るように細められた、緑の瞳に心が揺れる。まばゆいほどの魅力を有しているのはそちらだと、心の中で伝えた。

（私は社交界の華と言われる、洗練された女じゃない。キイチゴを摘んだり牛の乳を搾ったりする娘のような、あか抜けない女だと言われているのよ）

　悔しさとも切なさとも違う、なんと表現すればいいのかわからない、敗北感に似た冷たい感情が胸奥に湧きあがり、自分の存在が情けなくなる。

　堂々としていられたら、どんなにいいか。

　膝上に乗せた手を握りしめ、唇を引き結ぶ。

　現在、ジルの周囲はどうなっているのだろう。自分の娘を彼の妻にしたいと望んでいた人々は今、何を考えているのか。自分の美貌に疑いを持たないほど、美しかった少女たち。ジルに恋をしていた彼女たちは、佳麗な令嬢として社交界の華になっているはずだ。

　身近な女性という理由だけで、ジルはエマに執着をしているのだと周囲は見ていた。

　男は誰でも、年上の女にあこがれという名の恋心を持つ時期がある。だから、ジルが思春期に差し掛かるころには、エマへの想いは自然と失せて、己にふさわしい女性に目を向けるようになる。

　聞こえるともなしに聞こえてきた、大人たちの見解。そうなることが当然として語られていたものを、エマも信じた。いくら彼に想いを向けていたとしても、いずれジルは自分ではない女性を求める。ならば立場をわきまえて、自分に見合った相手と結ばれるか、修道女となって生涯を神にささげるかを選ぼうと決めていた。

「どうして」

　決意が揺らいでいる。彼の求愛をかわすために言った「年上になったら」が、現実になってしまった。彼はまだエマを妻にするつもりでいる。少年のたわいない恋心では終わらなかった。立派な青年になった今も、別の女性に気持ちを移してはいない。

「おじさまたちは、このことをどう考えているのかしら」

　自分が眠りに落ちた当日の様子と、これまでのことが知りたい。

　モルガノと会ったら、まずは聞こう。ジルが妙な目で見られていないか。貴族たちはどのような思惑でいるのか。

　もしもジルが、自分のせいで社交界の中で浮いた存在になってしまっているとしたら。

　好きだから、彼の負担になりたくない。

　愛しているから、彼にふさわしい相手と結ばれてほしい。

　誰よりも大切な人だから、幸福になってもらいたい。

「ああ、ジル」

　とんでもないことをしでかした彼を支える方法を求めようと、エマはモルガノの到着を待ちわびた。

　現実と向き合わなければならない不安は、ジルを案じる気持ちへと推移していた。

















第三章　想いの広さと強さがそこに












「お姉さま！」

　馬車から出てきたのは、エマと同年くらいの女性だった。茶色の髪を揺らし、空色の瞳を細めて満面の笑みで駆け寄ってきたモルガノに、どう返事をしていいか迷っているうちに抱きしめられた。

「本当に目が覚めたのね。おはよう！　体のどこもおかしくはない？」

　顔を覗きこまれ、勢いに呑まれてうなずく。

「よかった。びっくりしたでしょう！　起きたら、花がいっぱいの部屋だもの。おまけにジルは魅力的な青年に育っているし。手紙には書いていなかったけれど、もうプロポーズはされたのよね？　言っていた通り、ジルは年上になったわよ。拒む理由はなくなったのだし、悪あがきしないで素直になりなさいよ」

　勝ち誇った顔つきで早口に言われて、あっけにとられたエマは数秒後に噴き出した。

「あ、はは……ははは」

「えっ？　何……どうしたの？」

　笑いながら、目の前の女性は間違いなくモルガノだと受け入れる。見た目は大人になっているけれど、雰囲気も口調も表情も何もかもがモルガノだった。

（私は、間違いなく五年も眠り続けていたのね）

　淡い希望が見事に打ち砕かれた。夢でも、自分をだます作戦でもない。五年もの間ずっと眠り続けていたという現実が、肌身にぴったりと実感として寄り添った。

　笑い続けるエマに、モルガノが困惑する。

「どうしちゃったのよ、お姉さま」

　返事をしたいのに、腹の底から笑いがこみあげて止まらない。楽しくもうれしくもない情動――あきらめや喪失といった感覚が、笑いとなって湧き上がる。

　しばらく笑い続けたエマは、目じりに涙が浮かぶほどになってから、ようやく落ち着きを取り戻した。

「あぁ。ごめんね、モルガノ。なんだか、妙な気分になってしまって。――本当に、私は五年も眠っていたのね」

　しみじみと、エマは自分より少し背が高くなった妹の頬に手を添えた。

「もう、すっかり一人前のレディじゃない」

「お姉さま……ようやく、眠っていたことを理解したってこと？」

　眉根を寄せたモルガノに、エマは小首をかしげて寂しい笑みを浮かべた。

「目覚めてすぐに信じられるほど、素直じゃないわ」

「まぁ、それもそうね」

　鼻から吐息を漏らして、モルガノは唇を尖らせた。

「だから、どんな状況だったのか詳しく聞いていないの。モルガノが知っていることを……私が眠った当日のことと、それからの話を教えてくれる？」

　右手でモルガノを庭に誘い、エマは歩き出した。

「ジルからは、何も聞いていないの？」

「花の精を糧にして生きていたってことは聞いたわ」

「他には？」

　歩きながら、エマはジルから聞いた内容――魔女に眠らされたこと。花の精が不足すれば衰弱していくと言われたこと――と、庭師のイーサンから聞いた話――エマのために温室を作り、花園も造園したこと――を、モルガノに伝えた。

　ふたりは温室に到着し、待っていたテアが茶の支度をして去るのを待ってから、カップに手を伸ばした。

「ジルは、何も説明していないのね」

　非難口調のモルガノに、エマはちいさく首肯した。

「モルガノから見た当日の様子を、教えて欲しいの」

「私から見てって……まぁ、いいわ。教えてあげる」

　姿勢を正して、モルガノは口を開いた。

「眠るまでの説明は、必要ないわよね。ジルが駆け戻ってきて、お姉さまはどこだって叫んだわ。うれしそうな顔で、魔女に願ってきたって言ったの。お姉さまよりも年上になりたいと願ってきたんだって。みんな、驚いたわ。どういうことなのかって、質問が飛んだ」

　目の力を強くしたモルガノに、エマも背筋を伸ばして覚悟はできていると示した。

「ジルは、戻ればわかると魔女に言われたと答えたわ。やりとりをしている間におじさまがいらっしゃって、すぐにジルを連れて屋敷の中に入っていった。いったい何がおこったのか、誰にもさっぱりわからなくって、お茶会を楽しむどころじゃなくなった」

　紅茶でいったん口を湿らせてから、モルガノは続けた。

「お母さまとお父さまが私を呼んで、お姉さまはこれから永い眠りにつく。けれど何も心配いらないと言ったわ。どういうことなのか質問をしたけれど、詳しくは後でおじさまが説明してくれるからと言われた。しばらくして、硬い表情のジルをつれて、おじさまが現れた」

　痛ましそうに顔をゆがめて、モルガノは視線を落とした。しばらくカップをながめてから顔を上げ、口を開いた。

「お姉さまが永い眠りについたこと。その理由を私たちは聞かされて、木の幹にもたれて眠るお姉さまのそばに行ったわ。おじさまがお姉さまを抱き上げて、屋敷の中に入って。あとは、これからどうなるのかって来客たちが話し始めて、一泊してからみんな自領に帰っていったの」

　沈黙がふたりの間に落ちる。言葉の余韻が温室の花の香りに溶けてから、エマは口を開いた。

「ジルが私より年上になるまで、私は目覚めないと言われたの？」

　こっくりと、重々しくモルガノが首を動かす。

「お茶会に来られていた方々は、なんと言っていた？」

　表情を曇らせたモルガノが、視線を落とした。当時の気持ちを思い出したのか、何かを堪えるように両手をギュッと握りしめる。

「いろいろな意見が飛び交っていたけれど、衝撃が強すぎてよく覚えていないの。気がついたら屋敷に帰っていて、お姉さまはいなくって。なんてバカなことをしたのかって、腹が立って泣けてきたわ」

　眉を吊り上げたモルガノは、八つ当たりをするように乱暴にクッキーを口に入れた。ほうっとため息をこぼして、エマはつぶやく。

「本当に、ジルはバカなことをしたものね」

「違うわ！」

　勢いをつけて立ち上がったモルガノに、力いっぱい否定された。

「バカなのは、お姉さまよ」

「わ、私？」

「そうよ！　お姉さまが自分の気持ちに素直にならないから、ジルがとんでもないことをしちゃったんでしょう？　原因は、すべてお姉さまよ。自分の気持ちを偽ったお姉さまが悪いんだわ」

　グッと前のめりに非難されて、エマはのけぞった。

「年上だとかなんだとか、グチャグチャと理由をつけて尻込みなんてしてないで、堂々としていればよかったのに。傍目から見ても、付け入るスキがないくらい、ジルはお姉さまに夢中だったわ。もちろん、今でもね」

　フンッと鼻息荒く言い切ったモルガノは、なぜか得意げな顔をして腕を組んだ。

「だけど」

「ほら、すぐ言い訳をする。まあ、お姉さまが尻込みをするのも、わからなくはないわよ？　大人たちの声がうるさかったのと、自分に自信がないからよね。私たちよりも、ずっと裕福な領地で育った、宝石みたいな美少女が恋敵だなんて、そりゃあ気が引けてしまうわ。だけど、ジルの気持ちだけを見たら、ちょっとした雑音みたいなものじゃない」

「ちょっとした雑音って、耳障りで神経に来るものでしょう？」

　反論すると、モルガノは言葉につまった。

「ほかに、どうすればよかったの？　年上のパッとしない女が、多くの人が有望視しているジルと婚約をするなんて、誰も納得をするわけがない。ジルは、まだ子どもだったのよ。心変わりだって、ありえるでしょう？　それに……私よりも、ずっと彼の支えになれる似合いの人に、彼のそばにいてもらいたいのよ」

　話しているうちに、鼻の奥がツンとして瞳が潤った。紅茶を飲んで気持ちを落ち着け、ため息を吐く。

　座り直したモルガノが、頬杖をついてニンマリとした。

「やっと本音を口にしたわね」

　ニヤニヤするモルガノが、楽しそうに人差し指を振る。

「なんとなく予想はしていたけど、やっぱりそういう理由だったのね」

「やっぱりって」

「ジルが好きなくせに、年上だからとかなんだとか、つまらないことを言って気持ちをごまかしていた理由よ」

「つまらないって、何よ。私は真剣に――」

　言いかけた口を、モルガノの人差し指でふさがれた。

「ジルはお姉さまに夢中。おじさまも、お姉さまが娘になることを受け入れていたわ。おばさまだって、そうよ。あの部屋は、お姉さまがリオン家に嫁いだときに、与えられる予定の部屋なのよ」

「何を言っているの」

「おばさまから聞いたから、間違いないわ。互いの両親も認めているのに、お姉さまだけが周囲の目を気にしてグズグズしているから、妙なことになってしまったのよ」

　あきれ顔を向けられて、エマはムッとした。

「妙じゃないわ。立場とか格式とか、つり合いなんかも大切でしょう？」

「周囲が勝手に言っているだけのことよ」

「社交界では、重要な話だわ」

「だからジルは魔女と取引をして、誰にも文句を言わせないほど努力をしてきたんじゃない」

　えっ……と、エマは動きを止めた。しばらく妹と見つめ合い、聞こうと考えていたことを思い出す。

「ねぇ、ジルはどんな目で見られているの？　彼に悪いウワサが立っているなんて、ないわよね。私が眠っている間、ジルは何をしてきたの？」

　不安を声に乗せたエマに、モルガノはキッと目元に力を入れた。

「行きましょう」

　手を掴まれて、エマはきょとんとした。

「ジルは自分の功績を、自慢するような人ではないわ。だから、私が代わりに説明をしてあげる。しっかりと目にして、どれだけ愛されているのかをきちんと知りなさい！」

　グイッと腕を引っ張られて温室を出てズンズンと庭を横切り、馬車まで連れていかれると押し込められるように乗せられた。

「どこに行くの？」

「花園よ。郊外にできた花園を見ればわかるわ」

「何が」

「ジルが、どれほどお姉さまが好きで、どれだけ努力をしてきたかってことがよ」

　怒りをよそおいながらもウキウキとした雰囲気の妹に、エマは次の質問をひっこめた。きっと、到着をすれば説明をしてくれる。馬車の中であれこれ聞くより、現場を目にして話を聞くほうが理解しやすいとモルガノは判断したのだろう。

　どんな花園を作ったのか、気になってはいた。近いうちに見せてもらおうと考えていたのだから、ちょうどいい。

　馬車に揺られている間、ふたりの間にこれといった会話はなかった。気づまりなのではない。なじんだ空気がただよっていて、しっくりきていた。見た目は変ってしまったが、間違いなく妹なのだ。

（変なの）

　肌感覚で、モルガノはモルガノなのだと改めて理解する。見た目は変化していても、雰囲気も互いの心の距離感も以前のままだ。

　彼女にとっては五年ぶりの姉との会話になるのだが、特別になつかしがる様子もなければしんみりした気配もない。日常の延長でしかない雰囲気に、歳月の隔たりは感じられなかった。

　よかったと、エマは車窓から外をながめて安堵する。

　エマの知っている普段通りのモルガノではなかったら、成長した彼女の姿に衝撃を受けて悲嘆にくれていたかもしれない。自分だけがなぜ時間に置いていかれたのかと、不安をこぼしていたのではないか。

　しんみりした空気にならないように、あえてモルガノは五年も眠っていたことに対して、あれこれと涙ながらに語ったりなつかしんだりせずに、エマの知っているモルガノでいてくれたのかもしれない。

　まさかね、と、横目でモルガノの様子をうかがう。彼女はワクワクとした気配をまといつつ、エマの視線に気がついて顔を動かした。

「なぁに？　話は花園についてからよ」

「姿は大人になっても、中身はちっとも変っていないのね」

「当然でしょう？　私は私のままだもの。まぁでも、いつ見ても姿の変わらないお姉さまは、不思議だったわ。途中から、見慣れてしまったけれど」

「私はこれから、慣れていかなくてはならないわね」

「成長した私と、ジルの姿に？」

「ほかにも、いろいろと変わっているんでしょうね。五年は長いわ」

「そうね」

　ふっと暗い気配が落ちてきそうで、エマは言葉を切った。察したモルガノも口をつぐむと、すぐに明るい声を上げた。

「ほら見て、お姉さま。素敵な香水店ができているのよ」

　エマが車窓をのぞくと、大きな窓のある店が見えた。光を反射して輝くガラス瓶と、華やかなドレス姿の女性たちの姿が見える。もっとよく見ようと車窓に顔を近づけると、店は後方に流れていった。

「花園ができてから、このヴェルデ領は香水でも有名になったのよ」

「へぇ」

「あぁ。到着してから説明するって言ったけれど、やっぱりガマンができないから、少しだけ説明するわね」

　ふたたびニンマリとしたモルガノに、エマは体を向けた。

「お姉さまのために、ジルは花園を作ったの。だけど、お姉さまのためだけだったら、領民は不満を覚える可能性があるわよね」

　軽くうなずいて、エマは答えた。

「領民だけじゃないわ。自分の望みのために領内を変えるなんて、おじさまたちも承知をしないでしょう。なによりジルの評判にもかかわるわ」

　わかっていると言いたげに、モルガノは自分の手柄であるかのように胸を反らして深くうなずいた。

「ジルはお姉さまを眠り姫にするなんてバカなことをしたけれど、本当の考えなしではないから自分の望みをかなえつつ、領民の利益にもなるようにしたの」

「それが、香水？」

「それだけじゃないわ。植物には、いろいろと活用方法があるでしょう？」

　回答を求められて、エマは指を折りながら活用方法を口にした。

「飾るというシンプルな使い方は当然だし、染め物にも使えるわよね。あとは……薬、くらいかしら」

「食べ物にだって、なるわ」

「食用の花も育てているの？」

「花そのものが食べられるものもあるけど、野菜や果物は、花の後に実が生なるんですって。お姉さまも知らなかったでしょう？」

　食卓に載せられた姿しか見たことがないエマは、素直にうなずいた。

「私もよ。花を摘んでしまったら実は生らないらしいのだけど、お姉さまのための花を摘んだ残りは、そのままにして実らせることもできる」

「つまり、花園はただの花園ではないということ？」

「薬草園でもあるし、染料の園でもあるし、果樹園でもあるし、野菜畑でもあるってことよ」

　馬車が止まり、扉が開かれた。先に下りたエマは、石造りの庭門の先に広がる鮮やかな景色に目を見張った。

　蒼天の下、濃淡のある緑がどこまでも続いている。その中に鮮やかな赤や黄色、白などが入り混じり、濃厚な草花の香りが風に乗って流れてきた。門から伸びる道は小高い丘を巡るようにゆったりと湾曲しており、道の先は丘の裏側へと続いていた。

　いったい、どれほどの広さがあるのだろう。

　花園という言葉から想像していた規模よりも、ずっと広大で立派な庭園に圧倒されて立ちすくむ。

「行きましょう」

　うながされて、先に立って歩くモルガノについていく。用途によって区画が分けられており、ちいさな立て札で花の説明が書かれていた。

「これは……どうして？」

「せっかくの花園なのに、散策ができないなんてつまらない。領民も来訪者も身分の分け隔てなく、美しい草花や木々に囲まれて過ごしつつ、植物への理解を深められるようにという趣向なんですって」

「へぇ」

　立て札には植物の名前だけでなく、どういった特徴があるのかなどが記載されている。

「私のお気に入りは、ハーブの区画よ。とってもいい香りがするの。ハーブのお茶をいただけるカフェもあるわ」

　ちらほらと散策をしている人の姿が見える。大きなバケツを手に、作業をしている者の姿もあった。

「これだけの花園を維持するには、多くの人手が必要ね」

「働く場所があるし花園の収入もあるしで、領民がたくさん増えたわ。ここはお姉さまが眠る前よりも、ずっと裕福な場所になっているわよ」

　ズンッとみぞおちのあたりが重くなる。ならば、ますます家格の差は大きくなっている。

　エマの顔色に気づいたモルガノが、力づけるようにエマの両手をギュッと握った。

「必要なのは、家格でも洗練された華やかさでもないわ。心が求めているかどうかよ。お姉さまは、青年になったジルに視線を奪われなかったの？」

　深い場所に隠している恋心を探るように見つめられて、エマは硬直した。モルガノの目の力が強くなる。

「わ、私」

　目覚めてから今までの、ジルの表情やしぐさが脳裏をよぎる。

　やわらかな瞳。揺れる前髪。触れた時の指先の感触。眠っている間に感じていた、手のぬくもりがジルだとわかったときの安堵感。そして、とろけるような笑顔。

　うなじまで真っ赤に染めたエマは、モルガノから顔を隠すために花園を見回すふりで後ろを向いた。

「とてもステキな場所ね」

　自分とモルガノの意識をごまかしたくて、ジルのことから庭園の感想へと強引に話題を戻す。

「あからさますぎるわよっ！」

　前に回ったモルガノに覗き込まれて、両手で顔を隠した。

「まったく。素直なんだか、素直じゃないんだか。ジルだって、お姉さまの気持ちがジルにあるって知っているわ。だから、魔女に願うなんてバカなことをしたのよ」

「子どもの気まぐれだわ」

「気まぐれで、ここまでできるなんて思っているの？」

　両手を掴まれて、無理やり顔からはがされる。ほら見てと景色を示されて、エマはあらためて広大な花園を見回した。

「これはすべて、お姉さまと結ばれるためにジルが造ったのよ。領民や、近隣の貴族たちも納得をする形でね。役に立つ植物を調べて、研究をして、ここまでのものにするのに三年もかかったわ。――苦労を語ったり成功を自慢したりする人じゃないから、私が説明してあげているのだけれど、理解した？」

　しぶしぶとエマは首肯した。

「どれだけ苦労したかは、これからカフェでじっくりと、具体的に説明をしてあげる」

　胸を張ったモルガノは、エマに背を向けると歩き出した。

「ジルの気持ちを、気まぐれだなんてよく言うわ。だからジルは周囲とお姉さまを納得させるために、うんと努力をしてきたのよ」

　文句を言いながら、モルガノはハーブの区画にあるカフェを目指して足を動かす。エマは聞きなれた妹の小言を聞きつつ、後に続いた。

「五年も眠ることになったのは、お姉さまが悪いんだからね。周囲の意見を気にしてしまうのは、しかたがないとは思うけど。互いの両親も納得していて障害はなにもないのに、自分で勝手に障害を作り上げてしまうんだから。他人の意見を尊重するのも大事だけれど、お姉さまはもっと自分にわがままになってもよかったのよ」

　ブツブツと、ひとりごとのように漏れてくるモルガノの意見は、眠る前とは違った色味でエマに響いた。とんでもない事態になったということとは別の雰囲気が、言葉の端々に含まれている。モルガノの声には、憐憫が混ざっていた。

「たしかに、ジルに恋をしている令嬢の中には、お人形さんみたいな人もいたわよ。今はとんでもない美人に育っているわ。家だって裕福で、そこだけを見たら気後れをするのはわかるけど、大事なのはジルが求めているのはお姉さまってところだけで、大人の思惑なんて気にする必要はないんだからね」

　いつも以上に早口の彼女に、エマは違和感を覚えた。妹は、何かを隠している。あるいは、何か言いづらいことがあるのではないか。

「ねぇ、モルガノ」

　呼びかけても、モルガノは反応をしなかった。せかせかとカフェに向かって進んでいく。

「私が言っていたとおりに、さっさと素直にジルと婚約していれば――」

「モルガノ！」

　腕を掴んで、無理やり振り向かせた。

「いつものあなたらしくないわ。何か、言いにくいことがあるんじゃない？　教えてくれようとしている中で、言いづらいことがあるのね」

　振り向いたモルガノは視線をいったんそらせてから、気遣うそぶりでエマを見た。

「ショックのあまり倒れるかもしれないことが、あるわ」

　悪い予感に、産毛がチリチリと逆立った。

「いったい、ジルはどんなことをしたの？」

　なんでもポンポンとあけすけに言う妹がためらうほどの、大変なことがあったのだ。

　緊張を覚えた喉が急速に乾いて、エマはゴクリとつばを飲み込んだ。

　硬い表情になったエマは、目顔でカフェへとうながすモルガノに無言でしたがった。モルガノは時折エマの様子をうかがいながら、先ほどまでとはうらはらに口を閉じてカフェを目指した。

　しばらくして、愛らしいログハウス風の素朴で洗練された建物が見えてきた。テラスに木製のテーブルが並んでいるのが見える。

　無言で店内に入ると、チラホラと茶を喫している客の姿があった。二階に案内され、ハーブ園を一望できる個室に通された。

　席に着いて注文を終えても、モルガノは無言のまま窓の外に視線を投げた。これから何を聞かされるのかと、不安にかられたエマのこめかみがズキズキと痛んだ。

　茶が運ばれて、モルガノは給仕を断った。

「呼ぶまで、来なくていいわ」

　かしこまりましたと頭を下げて給仕が去るのを待ってから、モルガノはカップにハーブティーを注ぎ、エマの前に出す。

「ショックで気を失っても、ゆっくりしていられるから安心して」

「私はそこまで弱くはないわ」

「強い人でも、ショックで血の気が引くはずよ。私だって、めまいを覚えたんだもの」

　深々と重たい吐息をこぼしてから、モルガノは覚悟を決めた顔つきになった。自然とエマの背筋が伸びる。

「魔女に対価を払ったかどうか、ジルに聞いた？」

　硬い口調で、モルガノが問う。

「もちろんよ。視線をそらされてしまったけれど」

「でしょうね」

　ハーブティーを口元に運び、香りを味わったモルガノは口をつけずに手を下ろした。深呼吸をして、ふたたびエマに視線を置く。

「対価は、払っているわ。とても大切で愛しいものを、ジルは魔女に差し出したの」

　モルガノの言葉を、脳内で反芻する。

　ジルにとって、とても大切で愛しいもの。

　脳裏に、ふわふわの毛並みと漆黒のやさしい瞳が浮かんだ。

（まさか……いいえ、そんなはずは）

　嫌な予感が足元から這い上がり、エマの呼吸が浅くなる。

「だから、ジルの想いは少年の気まぐれではないわ。覚悟を持って、お姉さまを愛しているのよ」

　ふいにモルガノの硬い表情が崩れた。気遣う笑みと悲しみに彩られた気配に、エマの心臓が早鐘を打った。

「そのことで、どれほどジルの気持ちが深いかを周囲は思い知らされたの。今ではほとんどの方が、ふたりのことを応援しているわ。美談として、物語や歌劇の題材になるほどにね」

　寂しさを含んだからかいに、モルガノは口の端をゆがめた。妹の表情に疑念が確信に変わっていくのを感じながら、エマは震える声で問うた。

「教えて、モルガノ。ジルは……ジルは何を差し出したの？」

　声だけでなく、体も小刻みに震えてきた。肌が冷える。恐怖と驚愕とがパックリと口を開けて、エマが落ちてくるのを待っていた。

　青い顔をしたエマを悲し気に見ながら、モルガノは言った。

「予想ができたみたいね。まあ、思い当たらないっていうほうが、おかしいもの。ジルにとって、大切で愛しいもの。兄弟のように育って、いつもそばにいた――」

　永い眠りにつく前に、ジルが庭師のイーサンに話しかけていた時の様子が脳裏に浮かぶ。

　あの時は、いつものようにジルのそばにいた。

　イーサンは、話しかけられた後にジルが森に行ったと語った。

　つまり、ジルと共に魔女のところに行ったのだ。

「っ……うそ」

　ぽつりと言葉がこぼれた。信じたくないという希望は、痛ましくゆがめられたモルガノの表情に打ち砕かれる。

　ゆっくりと首を左右に振りながら、エマは繰り返した。

「うそよ」

　否定しながら、真実だとエマは確信していた。

　目覚めてから、姿を見ていない。

　老年になっているから、どこかで休んでいるのだろうと考えていた。

　けれど、違った。

「うそじゃないわ」

　静かなモルガノの声が、ひどく遠くから聞こえてくる。

「ジルは、魔女に差し出したのよ。物心ついたときから、ずっとそばにいた相棒を。共に育った愛犬のグレゴワールを」

　ふぅっと目の前に暗闇が広がって、エマは椅子の背にガクリともたれて天を仰いだ。

















第四章　受け入れる覚悟と、素直になる勇気












　ひかえめなノックの音に、エマはソファのひじ掛けから頭を上げた。

「どうぞ」

　そっと扉が開かれて、微笑を口元に浮かべたジルが現れた。下げた眉尻が、心配だと告げている。

「モルガノは、帰ってしまったらしいな」

「遅くなると、危ないから」

　吐息交じりの気だるい声で答えたエマは、いつものように右手でジルを隣にうながしてからハッとする。

　つい、少年相手にしていたようにふるまってしまった。自分の隣に青年をいざなうなんて、はしたない。

　緊張を走らせたエマの隣に、ジルは慣れた様子で腰掛けた。

　目じりに照れくさそうな気配がただよっている。

「久しぶりだ。エマに、こうやって隣を示されるのは」

　しみじみと味わうジルに、エマは顔をそむけた。

「私にとっては、つい最近のことよ」

　彼がうなずいた気配を感じる。見ていなくとも、ジルがどんな表情をしているのかがわかる。ずっと、見つめてきたから――。

　まぶたを閉じて、エマは部屋に戻るまでのことを反芻する。

　衝撃的な事実をモルガノから聞かされて、目の前が暗くなった。体から何かが抜け出て、視界に映る景色が認識できなくなった。どんな音も鼓膜を震わせることがなくなり、自分がどこにいるのかさえわからなくなった。

　モルガノに手を引かれて馬車に乗せられて、屋敷に戻り部屋に通された。自分の足で動いているという感じはなく、導かれるままふわふわと重たい灰色の雲の上を移動しているみたいな気分だった。

　しっかりジルと向き合いなさいと生意気な口をきいて、モルガノは帰っていった。テアが冷たい水を運んでくれて、口にしてソファに横になった。

　目を閉じて、どのくらいの時間が経ったのか。

　部屋の中はオレンジの明かりで満たされている。目を閉じている間に日がかたむいたのだ。

「花園に行ったらしいな」

　肩にかけられた声に、顔を向けないままでちいさくうなずく。

「たくさん歩いて疲れたんだろう」

　気遣う言葉に、エマは冷ややかな声で答えた。

「自覚はないけど、五年も眠っていたから体力が落ちているのね」

　彼が息を呑む気配がした。

「エマ……僕は」

「責めたわけじゃないわ」

　苦しげな彼の声を、すぐさま遮る。

「少し、混乱をしているのよ。ずいぶんと変わってしまっているから……いろいろなことが」

　目覚めてから目にしたものと、モルガノから聞かされたことが頭の中で渦巻いている。それらに揺さぶられた名状しがたい感情が交錯して、どう処理をしていいのかがわからなかった。

　この気持ちは……むなしい？　悲しい？　驚きもあるし、不安もあった。恐怖も含まれているし、重たい怒りに似た感情だってある。

　けれど、ジルを恨む気持ちは少しもない。あるとすれば、後悔だろうか。

　彼はとても大切なものを、手放してしまった。

「ねぇ」

「ん」

「グ……っ…………グラツィアって名前をつけたのね」

「ああ、花園の」

「そう。花園の名前」

　グレゴワールはどうしたのと問うつもりが怖くて口に出せず、とっさに花園の話に切り替えた。

「すべての民に、恩寵がありますようにと願ってね。もちろん、俺やエマも含めて」

「いい名前だと思う」

「ありがとう」

　会話が続かず、沈黙が訪れる。

　どうして兄弟同然に育った愛犬グレゴワールを、魔法の代償に魔女へ与えたのか。魔女がグレゴワールを望んだのか。それともジルが提案したのか。

　簡単に手放せる関係ではないのに。

　胸のあたりがざわめいて、肌寒くなる。かけがえのないものを、ジルから奪ってしまった。自ら望んだわけではないけれど、彼に「年上になったら」と条件を提示したのは自分だ。

　だけどまさか、本気にするなんて――本当に年上になる方法を手に入れるなんて、想像すらしなかった。あきらめさせるための、実現不可能なもののはずだったのに。

（私がジルを、苦しめてしまった）

　胸の前でこぶしを握り、顔を伏せる。

「気分が悪いのか？」

　首を振り、大丈夫とつぶやいた。

「疲れたのよ。たくさん歩いたから」

「ベッドに行く？」

「ええ、そうね。そうするわ」

　立ち上がると、ジルがさりげなく体を支えてくれた。彼にもたれかかりたい情動を抑えて、なるべく自分の足でベッドへ向かう。床を踏む感覚が薄れていて、油断をすれば膝から力が抜けて倒れそうだ。

　ゆっくりと、ふらつきながらベッドに座ったエマが毛布をめくって中に入ると、ジルがベッドわきの椅子に腰かけた。

「手を握ってもいい？」

「どうして」

「エマに触れていたいんだ」

　寂しそうな笑顔にあらがえず、エマは右手を差し出した。大きくてあたたかな手に包まれると、じわじわと愛おしさが広がっていく。

　いまにも泣き出しそうな安堵を交えたジルの笑顔は、目覚めた時に見たものとおなじだった。彼は後悔しているのだろうか。共に育った愛犬を手放したことを。そうまでして求めるほどの価値が、自分にはあるのだろうか。

　口を開いて唇を迷わせて、グレゴワールはどこにいるのと喉元まで出かかっている言葉を口内に漂わせる。

　聞けない。

　聞くのが、怖い。

　無言でいるのも気まずくて、違う話題を持ち出した。

「街が、とても活気づいてたわ」

「この五年の間に、ずいぶんと人が増えた。区画も整備してより住みやすくなるように、改善をしているところだ」

「花園ができたからだと聞いたわ」

　ジルの笑みが深くなり、面映ゆそうに目線が下がった。

「全部、エマのおかげなんだ。エマにいいところを見せたくて、いろいろと考えていたら領内がにぎやかになった」

「謙遜？　本心？」

「本心」

　彼の指に力がこもる。ぬくもりが気持ちとなって、エマの肌に沁み込んでくる。こんなにも想われているのだと、心が震える。感動に体がふくらみ、泣きたくなった。

　深呼吸をして、気持ちを抑える。

「活用できる植物を選んで、種類ごとに分けて育てるなんて、すごいわ。とても画期的ね。植物の名前だけでなく説明も書いてあるのは、勉強にもなったし。食卓に載っているものが、どんな姿で育つのかを知ることができたのは、楽しかったわ。よく思いついたわね」

　褒めると、ジルは少し誇らしそうに目を輝かせた。

「季節ごとに咲く花を育てるために、いろいろと調べているうちに思いついたんだ。作物を育てている者からすると当然の知識が、食するのみの者にはない。野菜や果物、ハーブや薬……加工された状態でしか知らないものたちの、本来の姿を知るのが楽しくなって」

　語る彼の生き生きとした表情に、エマの体がほっこりとあたたまる。いつもこうして、さまざまなことを明るく語って聞かせてくれるジルの表情が愛しくて、頬がゆるんでしまう。同時に、自分の発言が彼から愛犬を奪うことになってしまったという罪悪感が、大きくなった。

「覚えたことをエマに話しているうちに、エマがおなじ気持ちになってくれたらうれしいと考えて、あの形を思いついたんだ」

「私に、話していたって？」

　幸福をかみしめるような表情で語っていたジルが、我に返って頬を染める。

「ああ、いや……女々しいと思われるかもしれないけど、寝る前には必ずエマのそばで、一日の出来事を報告していたんだ」

　気まずそうに目線を泳がせながらも、ジルの口はうれしそうな弧の字を描いている。

「返事もないのに」

　ぽつりと言うと、ジルは軽く何度も首を縦に動かした。

「完全な自己満足だ。わかっているよ。だけど、エマに伝えたくて。眠っていたとしても、エマと共に過ごしている実感が欲しくて」

　ジルの両手に包まれたエマの右手が持ち上げられて、彼の額につけられる。祈るようなポーズで、ジルは続けた。

「俺を恨んでいるかもしれない。目覚めたエマが、どれほど困惑するか。――困惑だけなら、まだいい。悲嘆にくれてしまわないか心配だった。手前勝手だとは理解している。俺のせいだ。俺がエマより年上になりたいと望んだから。だけど」

　言いかけて唇を閉じたジルの表情は、長い前髪に隠れて見えない。右手にちいさな震えが伝わる。

　もういい加減、現実を受け入れようとエマは覚悟を決めて息を吐いた。とたんに眠るのが怖くなる。

「ねぇ、ジル」

　彼から視線を外し、天蓋の支柱に移した。彼の視線を頬に感じる。

　深く息を吸い、ゆっくりと吐き出して、まとわりついてくる不安をなだめる。

「私は本当に、五年も眠っていたのね」

　質問ではなく確認をする。

　わずかなためらいの気配の後に、答えられた。

「ああ」

　低く静かな肯定に目を閉じると、恐怖に抱きすくめられた。思わずジルの手を握る。

「エマ」

「このまま、眠り続けることは……もう、ないの？　私は明日、きちんと目覚める？」

「マルグリッドが……魔女が、エマはもう目覚めると教えてくれた。だから、魔法は解けているよ」

「そう」

　冷静を装う。心臓が恐怖にわしづかみにされている。

　怖いと叫んで、ジルにすがりつきたい。

　眠るのが恐ろしいと、悲鳴を上げたい。

　でも、ダメだ。

　できるわけがない。

　エマの中ではジルはまだ少年のままで――だって、彼の表情や仕草は、エマのよく知るジルそのものだから――姿が青年になったからといって、甘えていい相手ではないから。

　自分の言ったことのせいで、彼に苦しい思いをさせたという負い目もあった。

「エマ」

　包み込むような静かな声に気持ちが揺れて、寄りかかりたい情動を増幅させる。

「なぁに」

　必死に感情を押し殺して、平静を装った。

「眠るまで、こうして手を握っていてもいいかな」

「どうして？」

「エマに触れていたいんだ。本当は、もっとそばにいたいんだけど。今日だって、俺も同道したかった。花園の案内も、俺がしたかった。目覚めたエマとしたいこと、連れて行きたい場所をたくさん考えて過ごしていた。なのに、少しもできていない。だから」

　あたたかみのある苦笑が指に触れる。彼の息に慈しみを感じて、恋しい気持ちが体の奥からせりあがってくる。どうしようもないほど彼が好きだと、ガンガンと頭の中で鳴り響くほどに強く心が叫んでいる。

　抑え込んでいたものが、いっせいに吹き出そうとしていた。

（ダメ！）

　簡単に表に出すわけにはいかない。まだジルの婚約者になるとは決まっていないのだから。モルガノは互いの両親が了承していると言っていたが、どちらからも聞いていない。あくまで、ふたりを結び付けたがっているモルガノが、自分の都合で解釈をしているだけかもしれない。

　もし彼の親に結婚を許されたとして、ジルの妻として彼の横に並ぶほどの器量が自分にはあるだろうか。

　少年のころのジルにさえ、ふさわしくないと考えていた。彼の伴侶に似つかわしい美貌も知性も、持ち合わせていない。自信のなさを伝えたくなくて、年上風を吹かせて気持ちから逃げていたのに。

「大人になっても、甘えん坊なのね」

　胸中で嵐のように吹き荒れる想いと劣等感を堪えるために、わざと年上の余裕を演じる。

「エマだからだ。俺が自然体でいられる相手は、エマだけだから」

　向けられる信頼がうれしくて、苦しくなる。往生際が悪いと、モルガノに言われそうだ。

「でも、もう俺は子どもじゃない。次期領主として認められる男になっている」

「自信家ね」

　クスリと笑って、持ち上げかけたまぶたをとどめる。彼の顔を見たら、気持ちがこぼれてしまいそうだ。

「目覚めたエマに、がっかりされたくないから」

「おじさまや、おじいさまにも認められたかったのでしょう？」

　投げかけた問いに応えはなかった。代わりに衣擦れの音がして、閉じたまぶた越しに視線を感じた。

「お願いがあるんだ、エマ」

「なぁに？」

「おやすみのキスがしたい」

　バクンと心臓が飛び跳ねる。うなじのあたりが熱くなって、心音がせわしなく鳴り響いている。

　目を閉じていられなくなって、まぶたを上げると目の前にやわらかな緑の輝きがあった。見下ろしてくるジルの瞳に、哀切と慈愛が揺れている。深く求められているのだと、めまいがするほど伝わってくる。

「っ……あ」

　想いの強さに圧倒されて、声が喉に引っかかった。

「ねぇ、エマ。キス……してもいいかな？」

　ひそめられた音が、情愛にかすれている。頭がガンガンと痛むほどの愛おしさに見舞われて、彼を強く意識してしまう。泣きたくなるほど好きなのだと、幾度も認めた己の心を再確認させられた。

「額に、なら」

　なんとか返事を絞り出すと、ジルの目元がやわらいだ。

「うん」

　はにかんだ表情が近づいてくる。ふんわりとキスを受けた額が、ジィンと甘く痺れる。気持ちが指先に流れて、ジルの手を強く握ってしまった。

「好きだよ、エマ」










[image: ]










　握り返されて、エマは目を閉じた。彼の手のぬくもりと視線が、より強く感じられる。

　彼の視線が唇に移動して、緊張に肌がこわばる。

　どのくらい唇に視線を感じていたのか。

　一瞬のようにも、長い時間のようにも感じられた。

　彼の気配が少し離れて、椅子に落ち着いたらしい音がした。右手のぬくもりはそのままで、エマは体の力を抜いた。

　好きだと言ったジルの瞳と決意の固さを思い出すと、急速に眠気がやってきた。やはり長年眠っていた間に、体力が落ちてしまったのだろう。

　意識があたたかな泥に引きずり込まれるように、遠ざかっていく。

　――好きだよ、エマ。

　やさしく響く彼の声に抱きしめられたエマの意識は、ゆっくりと眠りの世界に沈んでいった。

















第五章　本当に大切なものは――












　ふんわりと覚醒したエマは、右手のあたたかさに気がついて目を開けた。ベッドに突っ伏す形でジルが寝ている。体を起こし、少し迷ってから彼の肩を揺さぶった。

「ん……ぅ……ああ、おはようエマ」

　眠気の残る顔でほほえむ無防備なジルに、胸がときめく。ごまかすために顔をしかめた。

「どうして、こんなところで眠っているの。部屋に戻らなかったの？」

　年長者の顔で叱ると、とろける笑みを向けられた。

「誰よりもはやく、おはようを言いたかったから」

「そんな理由で？　体調を崩したらどうするの」

「うん。ごめん、心配をかけて」

「心配なんて」

　していないと言いかけて、ふいっと顔をそむけた。少年のジルには言えたのに、青年の彼には最後まで言えなかった。中身は変わっていないはずなのに、恥じらいが先に立つ。

　想像以上に魅力的な青年に育っているから。

　きっと、多くの令嬢が彼に恋をしているはずだ。

　麗しい大輪の花に似た女性たちを想像する。彼にふさわしい美貌と気品を兼ね備えた女性と比べると、自分は雑草でしかない。

　本当に、彼の隣に立っていいのだろうか。

「昨夜は夕食を食べずに眠ったから、お腹が空いているんじゃないか？　朝食は何が食べたい？」

「ごまかさないで」

「ごまかしていないよ。これからは気をつける。エマが眠ったら部屋に戻って、エマが目覚めるより早く起きて会いに来るよ」

「そういう問題じゃないでしょう」

「じゃあ、どういう問題？」

「それは……っ」

　何もなかったとはいえ、年頃の男女がおなじ部屋で一晩を過ごしたことが問題だと言いかけて、気恥ずかしくなった。

「とにかく、きちんと眠らないといけないってことよ」

　年上らしい小言をひねり出して、ツンとアゴを突き出した。

「エマを守るために、まず俺が健康でなければならないしな」

　立ち上がったジルが軽く伸びをする。くつろいだ様子に目を奪われた。

　――俺が自然体でいられる相手は、エマだけだから。

　本当に？　と心の中で、昨夜の彼の言葉に問いかける。

　彼のこういう表情を、ひとりじめしたい。

　だけど、自分がしてもいいのだろうか。

　彼にはもっとふさわしい、支える力のある人が隣に立つべきではないのか。

　自信が欲しいと、エマは願う。

　魔女は、エマの願いもかなえてくれるのだろうか。

「っ……あ」

「ん？」

　ふと思いついたエマに、ジルが反応する。なんでもないという答えは、何かあると言っているようなものだ。不自然にならない何かを答えなければと考える。

「ほら、えぇと……前に食べたアレ……なんて言ったかしら。甘酸っぱいソースのかかった、ふわふわしたケーキ」

「ふわふわしたケーキ？」

「ええ。前に一度、食べたことがあったのを思い出したの」

　少し考えるそぶりをしてから、ぱっと顔を輝かせたジルはうなずいた。

「わかった、アレのことだな。用意できるか聞いてこよう」

　手の甲を軽く叩かれ、「待っていて」と目顔と共に合図される。

　離れがたい気持ちが浮かび、呼び止めるために持ち上げかけた右手を左手で押さえた。目が覚めてから、ジルへの想いが加速している。彼が年上ならと言ったのは、自分の望みでもあった。

　せめてジルが年上なら、尻込みをする理由のひとつが消えるのに。

　もしもジルが自分で妻を選んだとしても問題のない年齢であったなら、周囲の思惑を気にしないでいられたのかもしれないのに。

　想いを隠すつもりでいるのに浮かんでしまう「たられば」が、現実のものとなってしまった。これから、眠っている間に五年の歳月を経た世界に接していかなければならない恐怖もあるが、隠していた望みがかなえられてしまった冷ややかなうしろめたさと、ごまかしきれなくなりそうな恋心が恐ろしい。

　立ち上がったジルが「朝食のリクエストをしてくるよ」と、甘く目を細めて部屋を出ていく。彼の瞳に魂を吸い寄せられて、扉の閉まる音で我に返った。

「私……私は」

　つぶやいて、胸に手を当てる。目を閉じて、彼への想いを確認しているとノックが聞こえた。

「どうぞ」

「失礼いたします」

　扉が開かれ、朝の支度のための道具をワゴンに載せたアイラが現れた。

　鏡で顔色を確認してから手水盥で手を洗い、歯を磨いて口をゆすぎ、顔を洗った。アイラが用意したドレスに着替えて、ドレッサーの前に座る。髪を整えてもらう間、鏡に映る自分に心の中で語り掛けた。

　私は、ジルに惹かれている。

　ジルは私と結ばれるために、年上になりたいと魔女に願った。

　代償は、グレゴワール。

　人生の相棒とも兄弟とも呼べる愛犬を、ジルは魔女に差し出した。

　それほど愛される価値が、私にはあるの――？

　鏡の中にいるのは、平凡であか抜けない田舎貴族の娘。

　対してジルは、広大で裕福な領地を統治することになる、今をときめく眉目秀麗な次期領主。

「つり合いが取れないわ」

　ぽそりと声がこぼれでた。アイラの手が止まり、不思議な響きの声で問われた。

「差し出がましいことかとは存じますが、エマ様はジル様をお嫌いでいらっしゃいますか？」

「え」

　鏡の中のアイラと視線が合った。同年代のはずの彼女が、年上の女性の包容力を満面に湛えている。

「一方的に想いを寄せられ、眠りの魔法のせいで周囲からはおふたりは結ばれるものという認識を向けられて、逃げられない状況に追い込まれている……と、いうことでしょうか」

　言葉は痛ましそうな同情の雰囲気をただよわせているが、彼女のまなざしは子どもを見守るあたたかさに似たものを含んでいた。

「私……私、は」

「いくら魅力的な殿方であっても、人には相性というものがございます。他の人にとってすばらしくても、自身にはそうではなかったり、他者にとっては眉をひそめる相手であっても、自分にとっては最良の相手であったり……と」

　アイラの声が、妙に頭の中に響く。直接、誰かが意識に語り掛けてきているみたいだ。

「あなたの心は、どこを向いていらっしゃいますか？」

　チカッと彼女の瞳の中で、星がまたたいた。驚いてまばたきを繰り返す。アイラは何事もなかった顔で、櫛などを片付けて手水盥をワゴンの中段に載せた。

「朝食が届くまで、お茶でもお持ちいたしましょうか」

　声音がさきほどとは違う。すっきりと軽く若々しい雰囲気に、エマはとまどった。

「えぇ……そうね……お茶をいただこうかしら。――ううん。やっぱり、いいわ」

　うなずき、頭を下げたアイラが「失礼いたしました」と部屋を後にする。残ったエマはベッドわきの椅子に移動し、チェストの上の水差しに手を伸ばした。ゴブレットに水を注いで口をつける。

「はぁ……さっきの、何だったのかしら」

　別の誰かがアイラの口を借りて話していた、という感じがあった。

「まさか、ね」

　できるとすると森の魔女くらいだろうが、エマに語り掛ける理由があるだろうか。

「魔法の結果を知りたがっている……とか？　だけど、結果を知ってどうだっていうの。ジルの恋を魔女も応援しているということ？　それとも、自分が関わったものの行く末が気になっているだけ？」

　考えを口にして思考の整理を試してみたが、憶測の域を出ないものに結論がつくはずもない。

　部屋をグルリと見回して、花に包まれた室内の空気を深く胸に吸い込んだ。甘ったるい中に、透き通った鋭さが混ざっている。花の種類の違いなのか、茎や葉の匂いがふんわりとした香りを引き締めているのか。

「花の精……か」

　魔女は精霊の声が聞けるという。地面から切り離された花にも精霊がいて、魔女はその声を聞いているのだとしたら――。

「あなたに、会いたい」

　立ち上がって、花の向こうに呼びかける。聞こえているのか、いないのかわからない。しかし、聞こえているのなら質問したいことがある。

　なぜ、ジルの願いを聞き届けたのか。

　どうして、勝手に魔法をかけたのか。

　どういう理由で、グレゴワールを代償に選んだのか。

「話をしたいわ、森の魔女。精霊の声が聞こえるのなら、精霊を通じて私の望みが聞こえているはず。ねぇ……教えて。ジルがあなたに願いに行った日のことを」

　カタリと音がして、振り向いたエマは窓がひとりでに開くのを見た。吹き込んできた風に室内に飾られている花が揺らされて、香りが外へと流れていく。香りを追いかけるように、エマは窓へ歩み寄った。桟に手をかけて身を乗り出す。エマの体に風がまとわりつき、花の香りが強くなった。

　クラリと意識が揺らいで、視界がゆがむ。気持ち悪さに目を閉じると、香りが変わった。

　花の香りから、深くどっしりとした落ち着きのある木々の澄んだ香りへ。土の匂いも立ち昇ってくる。

　おそるおそる目を開けたエマは、ぽかんとした。

「え」

　目の前には立派なログハウスがあった。地面から床を浮かせる形で建てられている。玄関テラスには、向かって右手にふたり掛けのテーブルセットがあり、テーブルにはポットとカップが用意されていた。左側には揺り椅子が置かれている。

　玄関扉までの階段は広く、扉は牛や馬が荷物を背負ったまま通れそうなほど大きい。

　目をぱちくりさせると、家の下の陰から大きな白い塊が飛び出してきた。

「わふっ」

　太く力強い吠え声に、呆然としていたエマはハッとした。

「グレゴワール！」

　思わず両手を広げたエマは、目の前で姿勢よく座った純白の大型犬の首を抱きしめた。

「わふっ」

　ふわふわの手触りから、大切にされているのだとわかった。魔女はグレゴワールを愛してくれているらしい。

「なんだかとっても元気そうね。とても年寄りの犬には見えないわ」

「グレゴワールは魔女の使い魔として、犬の時間から切り離されているからよ」

　鈴を鳴らしたような澄んだ声がして、エマはグレゴワールから離れた。

　テラスに妙齢の女性が立っている。つややかな黒い髪は陽光を受けて、虹色の光沢を浮かべていた。透き通るように白い肌は象牙みたいだ。瞳の色は、離れているのでよくは見えない。

「はじめまして、エマ。私がマルグリッド。あなたに魔法をかけた、森の魔女よ」

　森の魔女と聞いて老齢の女性を思い浮かべていたエマは、美貌の女性に目をしばたたかせた。

　顔に問いが浮かんでいたのか、マルグリッドは小さな笑みを鼻からこぼした。

「森の魔女として生きると決めた時に、人間の時間を捨てたの。年齢的には、あなたのおばあさまとおなじくらいよ」

　彼女の言葉は、真実の響きしか持っていない。目の前の女性は間違いなく森の魔女だと、受け止めた。

　彼女の手のひらが優雅に舞って、エマを招いた。緊張に背筋を伸ばして魔女のもとへ進んだエマの横に、グレゴワールが寄り添う。階段をしっかりと踏みしめて昇り、魔女と対峙した。

「いらっしゃい、エマ。あなたの話は、ジルからたくさん聞いているわ」

　人の警戒心を解くおだやかな笑みを浮かべたマルグリッドの瞳は、星空だった。濃紺の瞳に、細かなきらめきが浮かんでいる。

　なんて不思議な瞳なのだろう。

　見蕩れるエマの手に、マルグリッドの手が添えられる。

「さぁ、話をしましょう」

　テラスのテーブルに導かれ、席に落ち着く。足元にグレゴワールがいてくれるのが心強い。マルグリッドはポットを手にして、エマの前にあるカップにすっきりとした香りの淡いオレンジ色の液体を注いだ。自分のカップにも注ぎ淹れて席に座ったマルグリッドが、唇の端を持ち上げる。

「朝食の準備が終わるまでに、あなたを帰さなければジルが心配をしてしまうわ」

　カップを持ち上げたマルグリッドは、どんな質問でも受け付けると態度で示している。急に見知らぬ場所に連れて来られて、心の準備ができないままに対面してしまった緊張を緩和するため、エマは深呼吸をした。

「どうして、ジルの願いをかなえたのですか」

「あなたを真実ほんとうに愛していると感じたからよ」

「私の気持ちも聞かないで、勝手すぎます」

　眉を吊り上げて非難すると、マルグリッドの目が鋭く細められた。静かな怒りを向けられて、たじろぐ。

　カップをソーサーに置いたマルグリッドが、物憂げな息の塊を吐き出してエマを見たまま遠い目をした。

「私はもともと、精霊の声を聞く神殿の神子だったわ」

　いきなりの告白に、エマはとまどった。顔をしかめたが、マルグリッドは口元の笑みを消して言葉をつづけた。

「とある方に恋をして、神子を辞めてただの女になる覚悟を決めた。けれど、許されなかった。精霊の声を聞ける者は、貴重だから。神殿長に、遠く離れた王都の神殿へ行くように言われたわ。でも、行きたくなかった。恋しい人と二度と会えない場所に行くなんて、心が死んでしまうから」

　彼女の瞳はエマを映している。だが、見ているものは過去の記憶だった。星屑をちりばめたマルグリッドの瞳に浮かぶ過去が、エマの問いに対する答えに通ずるのだと察する。

「相手は私を妻にすると言ってくれたわ。だけど、王都の神殿の神子になる者を妻にするなんて、とんでもないことよ。王の意志に背く行為だわ。彼の立場に、傷がついてしまう。あの人は、立場などどうでもいいと言った。身分を捨ててもいいと。――まるで物語ね。昔話なら、すばらしい結末が待っているのでしょうけれど、現実はそうではない。夢だけを見て行動できる年齢でも、立場でもなかったの」

　過去をなつかしむ笑みをこぼしたマルグリッドに、エマは息苦しさを覚えた。

　彼女の気持ちが、痛いほどに理解できた。恋しい人に求められるのは、素直にうれしい。しかし、彼の立場にふさわしい相手ではないことが、よろこびが大きければ大きいほど強く己を苛んでくる。

　マルグリッドの左手が何かを求めるように泳いだ。グレゴワールが移動して、彼女の手に頭を擦りつける。

「あの人を説得したわ。共に生きることは、結ばれなくてもできると。彼の妻になる方に嫉妬をするでしょうけれど、あの人を守るためにはしかたがない。もしもあの人が私への想いを捨てられなかったら、あの人の妻もつらい思いをする。お互い様ねと自分を慰めたわ」

　しばらくグレゴワールを撫でてから、マルグリッドは心につかえているものを取り出すようにため息をこぼした。

「この子は、互いの想いの形として、私があの人に贈った子犬の血を引いているの。あの人は自分の子どもに生涯の友人として、私の贈った犬の子どもを与えたわ。間接的に領主の支えとなる者として、私を尊重してくれているのね」

　彼女の回顧の意味するところに気がついて、エマは目を丸くした。

　立場を捨ててまで、マルグリッドを妻にしたいと望んだのは、ジルの祖父だ。だが、ふたりが恋仲であったという話は聞いたことがない。森の魔女はヴェルデ領の精霊に乞われて、神殿の神子を退き森に住むようになったと聞いていた。

　すべてを包み込むような、満月の光に似た淡く輝くほほえみを浮かべたマルグリッドが、ふいに目元を厳しくした。

「あなたはなぜ、結ばれてもいい立場なのにジルを拒むの」

　鋭いナイフを胸に突きつけられた気がして、エマは頬をこわばらせた。

「想い合っているのに、なぜ気持ちをごまかすの。どうしてあの子の心から……自分の想いから、目をそらしているの」

　気温が下がった気がして、エマは自分を抱きしめた。ドレッサー越しに視線を交わしたアイラの言葉を思い出す。

　――あなたの心は、どこを向いていらっしゃいますか？

「わ、私は」

　喉に声が絡んで、うまく出せない。カップに手を伸ばして、ひと息に飲み干した。すっきりとした酸味のある液体が喉を潤す。

「っ、私は……だって、つり合いが取れない！」

「つり合いが取れたら、ジルの妻になるの？」

　小首をかしげたマルグリッドの髪が、さらりと流れた。宵闇を思い出させる漆黒の髪に、ジルへの想いを閉じ込めようと必死になっていた夜を思い出して泣きたくなった。

「好きだから……彼にふさわしい人をそばに置いてほしいの」

　うつむいて、膝の上でこぶしを握る。

「せめて、あなたみたいに美しかったら」

　肩が震える。彼の隣で見劣りをしないほどに美しければ、年上だったとしても彼の求愛を自信を持って受け止められた。お日様みたいに人々をまぶしく照らし、多くの人を魅了する聡明な彼のそばにいられるほどの魅力を、自分は持っていない。

「身勝手ね」

　マルグリッドの声に、思考を切り裂かれる。

「自分のことしか考えていないくせに、自分の気持ちを無視するなんて、なんて身勝手なのかしら」

　勢いよく顔を上げて、反論しようとしたエマは声が出せなかった。マルグリッドが、泣き顔にしか見えない笑みを浮かべていたから。

「あなたはジルのことも、自分のことも見ていない。周囲の意見しか信じていない。だから腹が立ったのよ。とてもイライラしたわ。半ば八つ当たりの気持ちで、ジルの願いをかなえようと思ったの。愛する人に求められて、結ばれてもいい立場にいるのに逃げているあなたが、とてもうらやましかったから」

　声を震わせるマルグリッドの微笑は、迷子の子どもにとても似ていた。

「試したの。ジルの本気を。花の精が不足すればエマは衰弱し、死に至るということにしたのは、アーロの発案よ」

　アーロとは誰かと考え、ジルの祖父の名だと思い出す。

「眠り続けさせるために、花の精霊の力が必要だった。それは、人の時間から切り離すためで、花が不足するとあなたは目覚めるだけだった。衰弱なんて、しないの」

　いたずらっぽい表情に変わった彼女は、どこか楽しそうだった。くるくると表情の変わる彼女が、とても身近な存在に感じられる。

「アーロは孫の恋と自分の過去を重ねていたわ。ふたりが結ばれたら、どんなにうれしいことかと言われたの。あまりにも彼が楽しそうだったから私、あなたたちに嫉妬をしていると告白したわ。だったら、意地悪をしてしまえばいい。あなたとジルを試せばいいとアーロは言った」

　ムカムカして、エマはテーブルを叩いて立ち上がった。

「私は眠らせてほしいなんて、望んでなかった！　置き去りにされた私の気持ちは、どうなるの」

「当然の報いよ」

「報いって」

「あなたは周囲の気持ちを置き去りにしてきた。自分の気持ちも含めて、ね。それがどれほど残酷なことか、体感するといいわ」

「どういうこと？」

「自分だけが時間に取り残されて、苦しんでいると思っているのなら、大間違いよ。あなたが眠りについて、ジルはどれほど苦しんだでしょうね。事情を知っているとはいえ、両親も不安でしかたがなかったはずよ。花が不足すればあなたが衰弱をしてしまうと信じていた妹や友人も、ずっとあなたを案じ続けていた。取り残された気持ちを味わっていた」

「あなたが魔法をかけたから」

「大切な人の気持ちをないがしろにした、あなた自身が引き起こしたことよ」

　ぴしゃりと言われて、エマは頬を打たれたような衝撃を受けた。

「あなたが自分の気持ちとジルの想いから逃げたから、多くの人を巻き込んでしまったのよ」

　厳しい声に力が抜けて、膝が崩れる。すとんと椅子に戻ったエマの視界がグニャリとゆがんだ。

「自分と、自分の大切な人の気持ちをしっかりと見てごらんなさい。周囲の意見なんて、ただの雑音。――あの時、私もそう思えていたら、どんな人生になっていたのかしらね」

　マルグリッドの独白めいたつぶやきが遠ざかり、意識が真っ黒に塗りつぶされた。

















エピローグ












　視界が明るくなり、まばたきをする。手には銀のゴブレットがあり、空気は甘い花の香りがした。

「私……今、たしかに」

　森の中で魔女マルグリッドと会話をしていたはずなのに、どうして部屋にいるのだろう。水差しの水を飲んだところで、白昼夢に襲われたとでもいうのだろうか。

（ううん。きっと、魔法の力でマルグリッドと話したんだわ）

　確信が胸の底にあった。

　――周囲の意見なんて、ただの雑音。

　深呼吸をして、彼女の言葉を繰り返す。

「雑音、か」

　気にしていた。だから、ジルの気持ちを受け止められなかった。受け止めるのが怖くてたまらなかった。好きだから、逃げた。周囲に認められない想いは、かなえてはいけないと考えた。

　ノックが聞こえて、立ち上がりながら「どうぞ」と答えた。

「おまたせ、エマ」

　おいしそうな香りと共に、ジルが現れる。彼の後からワゴンを押したテアが入ってきた。ワゴンの上には、ふんわりとやわらかそうなパンケーキとフルーツの載った皿があった。

「これだろう？　エマが食べたいものは」

「ええ。よく、わかったわね」

　食べたのは、一度きり。あの時、ジルは互いの父親とともに狩りに出ていた。帰宅した彼に、とてもおいしかったと話した記憶はあるが、彼も食べたという覚えはなかった。

「あの日、エマがとてもうれしそうに、おいしかったと教えてくれたから覚えていたんだ」

「たった一度きりなのに？」

　エマにとっては数か月前のことだが、ジルにとっては数年前の話になる。それなのに、覚えていてくれたことが不思議だった。

「エマが好きなものは、なんでも覚えておきたいんだ。もちろん、嫌いなものも」

　はにかむジルに、心が疼く。

「どうして？」

「どちらもエマを大切にするために、必要なことだから」

　とろける笑みを向けられて、胸が苦しくなると同時にマルグリッドの声がした。

　――あなたはジルのことも、自分のことも見ていない。

（私は、本当にジルを見ていなかった？　ジルはこんなにも私のことを覚えてくれているのに）

　腹の底がジワリと熱くなり、決意と覚悟が湧き上がる。

　テーブルに食事を並べ終えたテアに、エマは顔を向けた。

「あとは、いいわ。ありがとう。少しふたりになりたいの」

「エマ？」

　硬さを含んだエマの声に、ジルが首をかしげた。

　テアが頭を下げて、部屋を去る。

　扉が閉まる音を聞いたエマは、深呼吸をしてからジルに体ごと向き合った。

「どうして、グレゴワールを魔女に差し出したの？」

　ジルの満面に驚愕が広がる。

「なんで、それを」

「答えて。どうしてグレゴワールを差し出してまで、私を眠らせたの」

　彼に顔を近づけて、瞳を覗く。ゴクリと喉を鳴らしたジルが、口を開いては閉じ、開いては閉じてと繰り返しながら言葉を探す。ごまかされないように、エマはまっすぐにジルを見つめた。

　苦し気にうなったジルの表情が崩れ、彼の腕がエマに伸びる。指先が肩に触れる前に手を止めた彼はこぶしを握り、叫ぶように口を大きく開いて低く気持ちを押し出した。

「エマの憂いをすべて、取り除きたかった。俺の想いを受け止めてほしかった。嫌われていないと確信していた。うぬぼれかもしれないけれど、エマに愛されているという自信があった。――だけど、エマはとてもやさしいから、周囲の言葉を素直に聞きすぎるから」

　下唇を噛んで、くやしそうにジルは目を閉じた。

「俺がもっと、しっかりしていればよかったんだ。子どもだった。支えられなかった。大人になりたかった。年上になったらと言われて、本当にそうだと心から望んだ。あの日……エマを眠らせてしまった日に、娘を俺の婚約者にしたいと申し出た人がいた。父に望みの理由を語るその人の言葉はそのまま、エマが気にしていることだった」

　ゆっくりとジルのまぶたが持ち上がる。彼の瞳は、何かを守ろうとする力強さをみなぎらせていた。

　彼の視線に、むき出しの心臓を抱きしめられた気になって、エマは息をつめて続く言葉を待った。

「だから、一縷の望みをかけて、魔女に会いに行ったんだ。このままではエマが遠ざかってしまうから。エマのことだから、遊びに来ることさえ、やめてしまいかねないと考えたから」

　ジルの手が持ち上がり、拳が開く。迷いながら触れてきた指に頬を撫でられて、エマの心は愛しい想いに突き上げられた。

「俺のわがままで、苦しめてしまうことになってごめん。でも、後悔はしていないんだ。ひとりよがりかもしれないけれど、これでエマと結ばれるんだとうれしくなった。グレゴワールとは離れ離れになってしまって悲しくはあるよ。だけど、会えないわけじゃない。マルグリッドに求められて、グレゴワールは自分から彼女のもとへ行ったんだ。俺とエマを応援してくれているんだと、心強くなった」

　頬に添えられた彼の手のぬくもりが、泣きそうなほどにやさしくて息が詰まる。

「目覚めたエマに幻滅されないように、領民たちにも慕われて、認められる男にならなきゃいけない。この五年、それを目標として定めてきた。同時に、エマがいたらどう言うだろうかと想像もしていた。ずっと、エマと話したかった。エマと共に歩みたいという思いが、どんどん強くなっていった」

　彼の親指で唇を撫でられて、甘い痺れが走った。彼の声は静かなのに、叫んでいるように聞こえた。張り裂けそうな彼の気持ちが、声に乗って胸に迫る。

「愛してる。ずっと、エマだけを愛してるんだ。他の誰でもない。エマでなければ、ダメなんだ。俺の声を聞いて。俺の想いだけを見て。周囲の声なんて聞かないで。エマの気持ちだけを、俺に伝えてほしい」

　私だけの、気持ち。

　口の中で繰り返して、エマはジルの瞳を通して自分の気持ちを見つめた。

　押し込めていたものが、勢い良くあふれ出てくる。止めようとしてもふせげないほど、激しく強く噴き上がる想いが口をついて飛び出した。

「ジルが好き」

　するっと言葉がこぼれ出る。彼の瞳から力みが消えて、エマも肩の力が抜けた。

　あれほど気をつけて、表に出さないようにしようと堪えていた気持ちが、軽やかに喉を通って音になる。

「ずっとずっと、ジルが好きだった。はじめは弟みたいな気持ちでいたけど、いつの間にか目が勝手にジルを追いかけていて、気がついたら恋をしていたの。愛らしい令嬢に話しかけられているジルを見て、とても苦しくなった。お人形みたいでお似合いで、くやしくて泣いたこともある。鏡を見て、つり合いが取れなくて落ち込んだわ。自信なんて持てなかった。あなたを好きだと言う彼女たちより、優れているところなんてひとつも見つけられなかったから」

　押し込めていた想いを紡ぐたび、言葉では言い尽くせないものが涙となってあふれ出る。

　彼の指に目じりを拭われ、顔が近づき、ためらいの後に額を重ねられた。

　近すぎる彼の瞳に心がとろけて、痛いくらいに強い想いがとめどなく湧きあがる。

「あなたの隣に立てるように、勉強をしたわ。少しでも自信を持ちたかったから。だけど、ますます女らしくないと言われた。お裁縫もお料理も不器用で苦手で、容姿だって……すてきなドレスを着ても、しっくりこない。怖かったの。年上の、美しくもなんともない私が、あなたといてもいいのか、不安だったの」

「エマ」

　彼の息が唇に触れる。あたたかな想いが唇をかすめて、エマはうっとりと息を吐いた。愛されているという実感が体中をかけめぐる。

「俺は、エマがエマだからそばにいてほしいんだ。君を守るなんて、かっこいいことは言えない。言っても、きっとエマは気にしてしまうだろう？　自分が荷物になっているんじゃないかって」

　その通りだと、まぶたでうなずく。守られるだけの存在でいたくない。支えられる人でありたい。だから、つり合いにこだわった。周囲の意見を意識した。

「俺の心には、エマが必要なんだ。エマといると、晴れた日の草原で昼寝をしているような、くつろいだ気持ちになれる。とても、おだやかな気分でいられる。心の奥からうれしさがこみあげてきて、わけもなくクスクス笑ってしまう感じ、わかるかな？　俺はこれから領主になって、さまざまな重圧を感じてしまうと思う。そんなとき、エマがいてくれたらどんなにいいか。この五年、次期当主としての自覚を深めている間に、いつも感じていた」

　哀願の気配が、彼の瞳に漂う。苦しいほどに求められている。こんなに深く想われているのだと、体中に歓喜の熱が広がった。

「愛しているんだ。ふさわしいってことを気にしているのなら、俺の心にかなう相手は、エマしかいないよ。エマだけが、俺にふさわしいんだ。周囲の声は忘れて、俺だけを見て――ねぇ、エマ。エマの心に、俺はふさわしくない？」

　ううん、と、声に出さずに首をちいさく左右に振って否定した。

「私には、すぎるくらいよ」

　だから、身を引こうとしていたのだ。

「俺を、愛してくれる？」

　不安げな瞳に、この人には自分が必要なのだと実感できた。

　なかったはずの自信が、むくむくと湧き上がってくる。

　周囲の思惑ではなく、互いの気持ちを――愛しい人の想いを、自分の気持ちを大切にしよう。

「とっくに、愛しているわ」

　胸の裡で何度も何度も繰り返していた言葉を音にした瞬間、幸福な解放感に満たされた。

　愛されている。

　愛しい人に、求められている。

　ふさわしいと言ってくれた。

　何よりも、彼が認めてくれた。

　――自分と、自分の大切な人の気持ちをしっかりと見てごらんなさい。

　マルグリッドの声に、ありがとうと胸中で答える。

　――あの時、私もそう思えていたら、どんな人生になっていたのかしらね。

（私は、間に合ったみたい）

「また、迷うかもしれないけれど……苦しめてしまうかもしれないけれど、その時はまた、あなたの心だけ聞こえるようにしてくれる？」

「俺の気持ちと、エマの心をいつでも確かめながら、生きていこう。これから、ずっと」

　ふわりと体が軽くなる。

　信じてもいいものだけを見て、共に歩もう。

　互いの想いを抱きしめて、大切な人の気持ちを受け止める強さを持とう。

「愛しているよ、エマ」

「私も……ジル。待たせて、ごめんね」

　愛していると素直に言えなくて、ごめんなさい。

　何もかもを包み込む緑の瞳に心をゆだねて、エマは心の底から湧き上がる深い愛情を彼に伝えた。






　窓から吹き込む風が、室内の花弁を揺らす。

　ふたりを祝福するかのように、やわらかく甘やかな香りが部屋いっぱいに広がった。
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